
 

は じ め に 

 

近年、グローバル化や情報化の進展とともに、社会が急激に変容する中で、子供た

ちを取り巻く環境も大きく変化し、それに伴い児童生徒の健康課題も多様化、複雑化

しています。このような健康課題の解決を図るためも学校における健康教育は重要な

役割を担っています。 

がんについては、生涯のうち二人に一人がかかるといわれる中、がんそのものの理

解やがん患者に対する正しい認識を深める教育は、まだまだ不十分であり課題である

と指摘されております。この課題解決のためには、学校教育を通じて、がんについて

学ぶことにより、健康に対する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとる

ことができる児童生徒を育成することが必要であります。 

また、埼玉県がん対策推進条例が平成２５年１２月２４日に公布・施行され、その

中でも、学校において、がんの予防の推進を図るため、児童生徒ががんに関する正し

い知識について理解を深めるための教育に関する施策が講じられ、学校における健康

教育において、がんを取り上げた教育を推進することは、非常に重要であると考えて

おります。 

このような点から、埼玉県教育委員会では平成２７年度から、文部科学省の委託事

業を受け、「がん教育総合支援事業」を実施しております。 

具体的な取組としては、学識経験者、がん専門医、がん経験者を含めた「がん教育

推進連絡協議会」を立ち上げ、本県のがん教育の推進に向けて指導・助言をいただき

ながら、教職員を対象とした「がん教育指導者研修会」や小学校・中学校・高等学校

のモデル校における「がん教育授業研究会」を開催いたしました。 

 本報告書は、「がん教育総合支援事業」における平成３０年度の取組の概要や成果等

についてまとめております。すべての学校において、掲載しております指導実践例等

を活用していただき、教職員の共通理解の下、家庭や地域の専門機関等と連携を図り

ながら、がん教育の充実が図られることを期待します。 

 結びに、本事業の円滑な推進に御尽力いただきました、一般社団法人埼玉県医師会、

埼玉県小学校校長会、埼玉県中学校長会、埼玉県高等学校長協会、さらには授業を御

提供くださいました久喜市教育委員会、久喜市立菖蒲小学校、久喜市立三箇小学校、

鶴ヶ島市教育委員会、鶴ヶ島市立南中学校、県立飯能高等学校をはじめ各関係機関、

団体の皆様に深く感謝申し上げ、御礼とさせていただきます。 

 

平成３１年２月 

 

     埼玉県教育局県立学校部保健体育課長 

     伊藤 治也 
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Ⅰ 平成３０年度 埼玉県「がん教育総合支援事業」について 

１ 趣 旨 

学校におけるがん教育の充実を図るためには、がんに関する正しい知識と正しい認識、

命の大切さについて正しく理解させ、深めることが必要であることから、本県では、学

校におけるがん教育の推進を図るため、文部科学省委託「がん教育総合支援事業」を実

施する。 

学識経験者や医療関係者等を含めた「がん教育推進連絡協議会」を設置し、「がん教育

に関する計画」の作成等に対し指導・助言を行うことで、学校におけるより効果的なが

ん教育の在り方について検討を行っていく。 

 

２ 事業内容  

（１）がん教育推進連絡協議会の開催 

（２）がん教育指導者研修会の開催 

（３）がん教育授業研究会の開催 

 

３ 実施内容 

 （１）連絡協議会について（年２回開催） 

    がん教育の推進を図るための「がん教育に関する計画」に対し指導・助言を行 

 

   ア 第１回協議会（がん教育の推進に向けた計画の検討） 

    日時 平成３０年７月１３日（金）１４：００～ 知事公館 中会議室 

   ○「がん教育に関する計画」の作成・検討 

    ・学校におけるがん教育の課題の把握 

    ・がん教育に関する支援体制と支援方針の協議 

   ○「がん教育指導者研修会」について  

   ○「がん教育授業研究会」について  

   ○外部講師との連携について 

    

   イ 第２回協議会（がん教育に関する計画の検証・成果報告） 

    日時 平成３１年１月１１日（金） 

   ○「がん教育指導者研修会」について  

   ○「がん教育授業研究会」について  

   ○ 効果の検証 

    

※ がん教育推進連絡協議会に報告された実施結果を冊子にまとめ、県内の市町村教 

  育委員会、県立学校等へ配布 

 

 （２）がん教育指導者研修会について 

  学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、健康に対する関心をもち、正しく 

 理解し、適切な態度や行動ができる児童生徒を育成し、がん教育を推進していく。 

  教職員を対象とした「がん教育指導者研修会」を開催し、効果的ながん教育の在り 

 方について研修を行う。 
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   ア 日 時  平成３０年１０月１２日（金）１３：２０～ 

   イ 会 場  埼玉会館 大ホール 

   ウ 対 象  公立小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の管理職及び教職員 

          （体育・保健体育科教諭、養護教諭、保健主事等） 

           市町村教育委員会の指導主事 等 

   エ 内 容 

   （ア）行政説明 県教育局県立学校部保健体育課 

   （イ）実践発表 平成２９年度モデル校 

       小学校実践校  ときがわ町立玉川小学校 能仲 和歌子 教諭 

       中学校実践校  上尾市立西中学校    坂本 友美  教諭 

               上尾市立東小学校    村  ふみ  養護教諭               

       高等学校実践校 県立大宮東高等学校   齋藤 優気  教諭 

    （ウ）講演  「学校におけるがん教育の展開」 

           ―子どもの学びを組織する保健授業のデザイン― 

        講師  埼玉大学教育学部  准教授  七木田 文彦  氏 

                   

 （３）がん教育授業研究会について 

   小学校、中学校、高等学校のモデル校において「がん教育授業研究会」を開催し、  

  効果的な指導方法の検討と授業モデルの普及と指導参考資料の作成を行う。 

   授業研究会  テーマ 「保健教育におけるがん教育の効果的な進め方について」 

   指導内容   ア がんとは、がんの要因 

          イ がんの種類とその経過 

          ウ 我が国のがんの状況 

          エ がんの予防 

          オ がんの早期発見・がん検診 

          カ がんの治療法 

          キ がん治療における緩和ケア 

          ク がん患者の生活の質 

          ケ がん患者への理解と共生 

 

   ア 小学校授業研究会 

    （ア）日 時    平成３０年１１月２日（金） 

    （イ）参加者    小学校教職員（教諭、養護教諭、保健主事等）、 

              県立特別支援学校教職員及び指導主事 

    （ウ）会 場    久喜市立菖蒲小学校 

    （エ）授業者    小島 宏之 教諭  

    （オ）題 材    特別活動 第６学年 「健康と命の大切さ」 

               カ 心身ともに健康で安全な生活態度の育成             

    （カ）準備検討会  平成３０年１０月２３日（火）（授業検討委員会小学校部会） 

              久喜市立三箇小学校 

   

   イ 中学校授業研究会 

    （ア）日 時    平成３０年１１月１３日（火） 

    （イ）参加者    中学校教職員 
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              （保健体育科、養護教諭、保健主事等）、 

              県立特別支援学校教職員、及び指導主事 

    （ウ）会 場    鶴ヶ島市立南中学校 

    （エ）授業者    忍田 友子 教諭 

              髙沢 聖子 養護教諭 

    （オ）単 元    保健分野 第３学年「（４）健康な生活と疾病の予防」             

               イ 生活行動・生活習慣と健康 

    （カ）準備検討会  平成３０年１０月３０日（火）（授業検討委員会中学校部会） 

  

   ウ 高等学校授業研究会 

    （ア）日 時    平成３０年１１月２７日(火) 

    （イ）参加者    高等学校・特別支援学校教職員 

              （保健体育科、養護教諭、保健主事等） 

    （ウ）会 場    県立飯能高等学校 

    （エ）授業者    梅田 直希 教諭 

    （オ）単 元    科目保健 第２学年 （２）「生涯を通じる健康」 

                イ 保健・医療制度及び地域の保健・医療機関  

    （カ）準備検討会   平成３０年１１月２０日（火）（授業検討委員会高等学校部会） 

 

 （４）効果的な指導方法の実践研究 

  ・発達の段階に応じた効果的ながんに関する指導を行うための指導方法の実践研究 

   （「がん教育」における小・中・高の系統的な保健教育の実践研究を行う。）  

  ・教科等横断的ながん教育の提案 

  ・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

 

４ 他部局・他機関との連携 

 （１）保健医療部疾病対策課が実施している「出前講座」において連携を図る。 

 （２）埼玉県がん教育外部指導者研修会の開催（予定） 

   ア 日 時  平成３１年３月２２日（金） 

   イ 参加者  医師、がん経験者 等 

   ウ 内 容  外部講師によるがん教育の実施にあたっての留意事項及び効果的な 

          進め方等 

  （３）埼玉医科大学総合医療センター ＳＭＣがん教育セミナー 後援 

   ア 日 時  平成３０年７月３１日（火） 

   イ 会 場  かわごえクリニック 

   ウ 内 容  講義（授業実践の紹介）、グループワーク 

 

５ 事業の成果 

 学校におけるがん教育の充実を図るためには、がんに関する正しい知識と正しい認識、

命の大切さについて正しく理解させ、深めることが必要であることから、学識経験者や医

療関係者等を含めた「がん教育推進連絡協議会」を設置し、「がん教育に関する計画」の

作成等に対し指導・助言を行うことで、学校におけるより効果的ながん教育の在り方につ

いて理解を深め、県内への啓発を図ることができた。 
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 （１）「 がん教育 」指導者研修会 

   ア がんに関する指導に携わる教職員のがんに対する正しい知識と意識の向上、及 

    び学校におけるがんに関する指導の充実を図るための研修会を実施したことで、 

    がん教育の必要性が理解され、実践例や指導教材等の普及啓発ができた。 

   イ 行政説明の中で、学校におけるがんに関する内容の教育課程への位置付け例を 

    挙げ、学校におけるがん教育の具体的な方向性を示すことができた。 

   ウ 埼玉大学教育学部准教授 七木田文彦氏よる講演「学校におけるがん教育の展 

    開」―子どもの学びを組織する保健授業のデザイン―により、学校におけるがん 

    教育の考え方、進め方について理解を深めることができた。 

 

 （２）授業研究会について  

   ア 授業検討委員会では、発達の段階に応じた適切な指導の在り方について検討を  

    重ね、授業研究会で効果的な指導方法について提案できた。また、充実した研究 

    協議を行うことができた。 

   イ モデル校として新学習指導要領の全面実施に向けてがん教育を進めることがで 

    きるよう、保健体育の保健分野、科目保健で授業案を検討することができた。そ 

    の結果、各学校での実践の参考となる指導案及びワークシート等の指導資料を作 

    成することができた。 

   ウ 文部科学省作成の指導教材参考資料を活用した授業展開を検討し、普及・推進 

    を図ることができた。 

   エ 小学校のモデル校では、３時間扱いでがん教育を行った。1時間目に体育の保 

    健領域で「病気の予防」を学習し、２時間目に道徳の時間でがん経験者のお話を 

    聞き、がんと向き合う人との共生を考えた。さらに、３時間目の特別活動（学級 

    活動）では、「がんについて調べ、健康のために自分ができることを考えよう」 

    というねらいで授業を行うことで、がんについての理解がより深められた。また、 

    教科等横断的な授業実践を示すことができた。 

   オ 中学校のモデル校では、保健分野の生活習慣病の予防と関連させてがんの発生 

    要因と予防について正しい知識を習得した。がんについての調べ学習や、精選さ 

    れた資料、グループでの話合い活動を通して、がんに対する理解を深めることが 

    できた。さらにその授業を受けて、特別活動（学級活動）において、がん専門医 

    を外部講師に招き、自他の健康と命の大切さについて学ぶことができた。 

   カ 高等学校のモデル校では、生活習慣病の予防の中での扱いでなく、地域の保健・ 

    医療機関の活用のなかで、がん検診の現状、費用、種類などを学習するとともに、 

    早期発見の重要性について理解を深める授業実践となった。また、自分が住んで 

    いる地域の保健・医療に関する取組を知ることで、身近な問題としてとらえるこ 

    とができた。 

 

  （３）外部機関・外部講師との連携について  

   ア  医療機関との連携で、埼玉医科大学総合医療センター 准教授 儀賀理暁 氏 

     が実施する、｢がん教育セミナー｣では、医療関係者と教育関係者が共に研修を行 

     ったことで、各々の取組内容を情報共有でき、効果的な指導法や連携の仕方を考 

     える機会となった。 

    イ 授業研究会の中で、がん経験者、がん専門医を外部講師として招き、授業を行 

     ったことで、児童生徒の心に響く、効果的ながん教育を推進することができた。 
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６ 課題 

 （１）各学校の教育課程への位置付けの明確化 

   ア  平成２９年３月に小・中学校の新学習指導要領及び解説が告示され、特に中学  

     校学習指導要領には、「がんについても取り扱うものとする」と明記された。 

     同解説において「生活習慣病などの予防」の単元の中に「がんの予防」が明確     

     に示されたことから、全面実施に向けてがん教育をすべての学校で指導していく 

     ことを周知する。 

      イ がん教育の目標を達成するためには、保健体育の保健の学習では、がんに対す 

     る正しい知識を身に付けさせ、関連教科等を通じて、健康と命の大切さ、がん患 

     者への正しい理解について実施していくことが必要である。体育・保健体育の保 

     健の学習を中核に他の教育活動と連携した指導について、モデルとなるような取 

     組を継続して提案していくことが課題である。 

    ウ  指導方法については、小・中・高の系統性を踏まえた指導計画の作成を研究し 

     ていく。 

 

  （２）外部講師の活用について 

    ア  保健医療部疾病対策課のがんに関する「出前講座」は、引き続き連携を取りな 

     がら協力していく。 

    イ 「保健」の授業で活用したい外部講師の選定・依頼・派遣については、専門的 

     内容は、学校医やがん拠点病院の医師に、がん経験者については、推進連絡協議 

     会委員のがん経験者に「がんの語り部」となれる人材を数名紹介していただきな 

     がら、学校に派遣できる体制を作っていくことが課題である。外部講師を対象と 

     した研修会を保健医療部疾病対策課と連携して開催していく。 

    ウ 外部講師の育成のため、学校教職員対象の「がん教育指導者研修会」の参加を 

     促していく。 

 

  （３）研修会等の充実と普及・推進   

   ア 児童生徒にがんについての正しい知識を習得させるためにも、教職員ががん教 

     育についての理解を深める必要がある。そのためにも指導者研修会を充実させ、 

     養護教諭のみならず、保健体育科教諭等への研修会への積極的参加を呼びかけて 

     いく必要がある。参考となる指導案や指導教材などを情報提供し、どの学校でも 

     がん教育を推進できる環境を整える必要がある。 

    イ  がん教育の取組を、県内各地に偏りなく各学校で実践していくために、モデル 

     校の選定を行い、がん教育指導者研修会や授業研究会の場を活用し、普及・推進 

     していく｡  

 

７ 平成３１年度の事業ついて 

  (１) がん教育推進連絡協議会の実施 (継続） 

   ア  日 時 

    (ア) 第１回 協議会 ２０１９年７月１２日（金）※予定 

    (イ) 第２回 協議会 ２０２０年１月１７日（金）※予定 

   イ  内 容  

    (ア) 本県のがん教育推進に向けた計画の検討  

    (イ) 本県のがん教育に関する計画の検証・成果報告 
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 （２）がん教育指導者研修会の実施 （継続） 

     がんに関する指導を行う教職員の資質向上を図るため、研修会を実施していく。 

   ア  日 時 

      ２０１９年８月２８日（水） 

   イ  内 容 

   （ア）行政説明  

   （イ）実践事例発表 

      （小学校）久喜市立菖蒲小学校 

        (中学校 ）鶴ヶ島市立南中学校 

      （高等学校）県立飯能高等学校 

   （ウ）講  演 

       東京女子医科大学 教授  林  和彦 氏 

        演題「 未定 」 

 （３）がん教育授業研究会の実施 （継続） 

   ア  指導内容について 

    （ア）がんについて正しく理解することができるようにする。 

      ・保健体育（保健教育）の充実を図る。 

     ・県の目標：学習指導要領完全実施までに保健体育の「保健」の授業で１００％  

      実施を目指す。 

    （イ）健康と命の大切さについて主体的に考えることができるようにする。 

      特別活動・道徳・総合的な学習の時間等、学校教育全体を通じて指導を行う。 

    （ウ）授業検討委員会を設置し、発達の段階を踏まえた指導すべき内容について、   

     さらに検討を重ねるとともに、系統性を踏まえた指導計画を作成する。 

    イ モデル校について 

     モデル校（市町村教育委員会）の選定については、東西南北の地域のバランス 

       を考慮し、これまで取組が行われていない地域を優先的に実施していく。 

  

 （４）外部講師の確保について 

   ア  今年度実施予定の医師・がん経験者等を対象とした「埼玉県がん教育外部指導 

    者研修会」において、保健医療部疾病対策課と連携し学校におけるがん教育の推 

    進について、研修を行うとともに、外部講師の協力依頼を行う。 

   イ  学校医に対し学校医研修等で「学校におけるがん教育について」情報提供し、 

    協力依頼する。 

   ウ  がん経験者については、がん教育推進連絡協議会委員である、がん経験者に協 

    力していただき、「がんの語り部」になれる人材を募り、学校に派遣できるよう 

    体制を作っていく。 

   エ  県教育委員会と保健医療部疾病対策課、医療機関とが連携した研修会を次年度 

    も計画していく。 

  

 （５）関係機関との連携  

     県教育委員会と医療機関とが連携した研修会を次年度も計画していく。  

   ア 文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」を受託し、引き続きがん教育の 

    推進を図っていく。 

   イ  がん教育推進連絡協議会は今年度と同様年２回開催し、本県のがん教育推進の 

        ための計画、方向性、普及の仕方を検討し、各委員会から指導・助言をいただく   

        ことで推進を図っていく。なお、委員の人選については各関係団体に依頼する。 
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Ⅱ 平成３０年度埼玉県がん教育指導者研修会について 
 

文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 

平成３０年度埼玉県がん教育指導者研修会開催要項 
１ 趣   旨  

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対
する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 

この課題解決のためには、学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、健康に対
する関心を持ち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるようにすること
が必要である。 

学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、その必要性を十分理解し、学習指
導の実践研究、普及啓発が行われるよう研修会を開催する。 
 

２ 開催日時   平成３０年１０月１２日（金）１３：２０から１６：３０まで 
                      （１３：００から受付） 
３ 会  場     埼玉会館 大ホール 

〒３３０－８５１８ さいたま市浦和区高砂３－１－４ 
電話 ０４８－８２９－２４７１ 

 
４ 主  催   埼玉県教育委員会 
 
５ 参加対象者     
 (1) 公立小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の管理職及び教職員 
  （体育・保健体育科教諭、養護教諭、保健主事等） 
 (2) 市町村教育委員会の指導主事 等 
 
６ 日    程 
13:00 13:20 13:25     13:40           14:40  14:50               16:20    16:30 

受 

 

 

付 

開 

会 

行 

事 

 

行政説明 

１５分 

 

実践事例発表 

６０分 

 

休憩 

 

 

 

講 演 

９０分 

質

疑

応

答 

 閉 

 会 

 行 

 事 

７ 内  容 
 (1) 行政説明 

     県教育局県立学校部保健体育課         馬場 久美子 指導主事 

(2) 実践事例発表 
  ・小学校指導事例  第６学年 体育科（保健領域） 
            「病気の予防」生活習慣病の予防 
            東松山市立青鳥小学校    能仲 和歌子 教  諭 
  ・中学校指導事例  第３学年 保健体育（保健分野） 
            「健康な生活と疾病の予防」 イ 生活行動・生活習慣と健康 
            上尾市立西中学校      坂本 友美  教  諭 

            上尾市立東小学校      村  ふみ  養護教諭  
  ・高等学校指導事例 第１学年 保健体育（科目保健） 
            「現代社会と健康」イ 健康の保持増進と疾病の予防 
              (ｱ) 生活習慣病と日常の生活行動 
            県立大宮東高等学校     齋藤 優気  教  諭 
  (3) 講 演 
   「学校におけるがん教育の展開」―子どもの学びを組織する保健授業のデザイン― 

   講 師   埼玉大学教育学部  准教授 七木田 文彦  氏 
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＜講演資料＞    

 

 

 「学校におけるがん教育の展開」 

    ―子どもの学びを組織する保健授業のデザイン― 

  講 師  埼玉大学教育学部 准教授  七木田 文彦 氏 
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学
校
に
お
け
る
が
ん
教
育
の
展
開

−
子
ど
も
の
学
び
を
組
織
す
る
保
健
授
業
の
デ
ザ
イ
ン

−

七
木
田

文
彦

（
埼
玉
大
学
教
育

学
部
）

H
3

0
 埼

玉
県
が
ん
教
育
指
導
者
研
修
会
（
於
埼
玉
会
館

2
0

1
8

1
0

1
2
）

「
が
ん
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

•
「
知
ら
な
い
」
こ
と
を
「
知
ら
な
い
」
と
知
る
べ
き

ど
こ
か
ら
は
じ
め
た
ら
い
い
の
か

ど
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
必
要
か
？

•
「
お
の
づ
か
ら
満
ち
く
る
あ
り
て
を
さ
な
児
は
手
を
振

り
払
ひ
歩
み
そ
め
に
き
」

（
穴

澤
芳
江
）

2
0

1
5
：
蕨
一
中

熊
女

2
0

1
6
：
鴻
巣
南
小

早
稲
田
中

日
高
高

2
0

1
7
：
玉
川
小

上
尾
西
中

大
宮
東
高
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2
0

1
5
年
度

熊
女
・
蕨
一
中
の
実
践
か
ら

•
子
ど
も
の
が
ん
の
イ
メ
ー
ジ
は

？

→
何
に
怖
が
っ
て
い
る
の
か
？

•
中

3
と
高

1
の
知
識
の
差
は
？

が
ん
の
種
類

怖
い

髪
が
抜
け
る

死 や
せ
る

手
術

治
ら
な
い

「
髪
が
抜
け
る
」

「
や
せ
る
」

「
食
欲
が
な
い
」

が
ん
教
育
の
具
体
的
な
内
容

ア
．
が
ん
と
は

（
が

ん
の

要
因
等
）

イ
．
が
ん
の

種
類

と
そ
の

経
過

ウ
．
我
が

国
の

が
ん
の

状
況 エ
．
が
ん
の

予
防

オ
．
が
ん
の

早
期

発
見

・
が

ん
検
診

カ
．
が

ん
の

治
療

法

キ
．
が

ん
治

療
に
お
け
る

緩
和

ケ
ア

ク
．
が

ん
患

者
の

生
活

の
質 ケ
．
が

ん
患

者
へ

の
理

解
と
共

生

2
0

1
6
年
度

鴻
巣
南
小
・
早
稲
田
中
・

日
高
高
校
の
実

践
か
ら

•
外
部
講
師
（
が
ん
経
験
者
）
に
つ
い
て

→
が
ん
の
本
質
に
迫
る

•
教
育
内
容
の
広
さ
へ
の
教
師
の
苦
悩

→
な
ぜ
悩
む
の
か
必
要
が
あ
る
の
か
？

漠
然
と
「
が
ん
」
を
臓
器
を
特
定
し
な
い
ま
ま
の
授
業
で
は
・
・
・

浅
く
広
く
か
ら
狭
く
深
く

→
そ
し
て
、
広
げ
る

基
礎
基
本
（
抽
象
的
）

応
用
発
展
（
具
体
的
）
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「
あ
え
て
、
」
の
意
味

「
気
を
つ
か
わ

な
い
」

↓

「
あ
え
て
、
気
を
つ
か
わ
な
い
」

し
か
し
、
、
、

2
0

1
7
年
度

玉
川
小
、
上
尾
西
中
、
大
宮
東

高
の

実
践
か
ら

•
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
（
真
正
な
）学

び
に
ど
の
よ
う
に
迫
る
の
か

対
話
（

D
ia

lo
g

u
e
）

→
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
」
の
共
有
（
「
知
ら
な
い
こ
と
」
を
知
る
）

「
欲
望
」
と
「
絶
望
」
と
「
希
望
」

•
高
橋
君
「
今
ま
で
ど
お
り
笑
顔
で
接
す
る
」

•
見
沼
君
：
「
今
が
楽
し
け
れ
ば
い
い
」

•
平
野
さ
ん
「
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
休
日
な
ど
を
利
用
し
て
、
検
診

を
受
け
る
な
ど
、
せ
っ
か
く
タ
バ
コ
や
酒
を
や
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、

も
っ
と
運
動
す
れ
ば
、
よ
り
が
ん
に
な
る
確
率
を
減
ら
せ
る
と
思
い
ま

す
」
（
罹

患
前
提
）
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健
康
教
育
が
直
面
す
る
「今

」
と
は

設
計
的

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

現
在

（
今
）

選
択
の
変
容

過
去

未
来

理
想

の
時

代
夢

の
時

代
虚

構
の

時
代

不
可

能
性

の
時
代

予
測
可
能
性

経
済
、
社
会
文
化
資
本

等

「
も
ど
す
」

�
「
基

礎
基
本
」
か
ら
「
応
用
発
展
」
へ

→
「
応
用
発
展
」
か
ら
「
基
礎
基
本
」
へ
も
ど
る

そ
し
て
「
再
度
応
用
発
展
へ
挑
戦
す
る
」

�
「
応
用

発
展
」

→
 個

別
性
、
具
体
的

�
「
基
礎

基
本
」

→
 抽

象
的

基 礎

基 礎 基 本

積 み 重 ね

応 用

発 展

「
基

礎
基

本
」

が
で
き
て
い
な

い
こ
と
に
気

づ
き
な
が

ら

「
も
ど
る
」

M
is
si
o
n

基
礎

基
本

は
ど
こ
に
つ
な
が

っ
て
い

る
の

か
見

え
に
く
い
（
剥

落
現

象
へ

）

学
び

•
Id

e
a

 ：
自
ら
の
経
験
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
も
の

•
In

fo
rm

a
ti

o
n
：
他
者
の
経
験

を
一
般
化
し
た
も
の

J.
D

e
w

e
y

Id
e
a

生
活

的
概

念
・
自
然
発
生
的
概

念

In
fo
rm

a
ti
o
n

科
学

的
概

念

学
習

融
合

「
わ
か
る
」
の

4
段
階
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(2
) 
健
康
に
つ
い
て
の
自
他
の
課
題
を
発
見
し
，
よ
り

よ
い
解
決
に
向
け
て
思
考
し
判

断
す

る
と
と
も
に
，
他

者
に
伝
え
る
力
を
養
う

（
中
学
校
学
習
指
導
要
領
保
健
体
育
科
解
説
）

•
抽
象
的
な
思
考
な
ど
も
可
能

に
な
る
と
い
う
発
達
の

段
階
を
踏
ま
え
て
，
個
人
生
活

に
お
け
る
健
康
・
安

全
に
関
す
る
内
容
に
つ

い
て
科
学
的
に
思
考
し
，

判
断
す
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
を
筋
道
を
立
て
て
他

者
に
表
現
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。

「
勉
強
」
と
「
学
び
」

•
こ
れ
ま
で
の
わ
か
る
こ
と
と
は
、
貯
金
の
よ
う
に
貯

蓄
し
蓄
え
る
こ
と
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
わ
か
る
こ
と

を
積
み
上
げ
て
い
け
ば
わ
か
っ
た
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
が

、
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
疑
問
を
持
て
る
こ
と
、
あ

る
い
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
蓄
え
る
こ
と

が
次

の
学
び
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
っ
て
く
る

「
わ
か
ら
な
い
」
こ
と
を
共
有
す
る

な
ぜ
学
校
教
育
に
お
い
て
が

ん
教
育
を
取
り
上

げ
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

①
国
民
の
健
康
状
況
（
公
衆
衛
生
）
の
変
化

②
が
ん
対
策
基
本
法
（
平
成
1
8
年
法

律
第
9
8
号
）
に
基
づ
く
「

が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
（
平
成

2
4
年
6
月
）

③
公
益
財
団
法
人
日
本
学
校
保
健

会
に
「
が
ん
教
育
に
関
す

る
検
討
委
員
会
」
（
平
成
2
5
年
度
、
文

部
科
学
省

補
助
金
）

国
民
の
健
康
状
況
（
公
衆
衛
生
）
の
変

化

•
「
生
涯
の
う
ち
、
国
民
の
二
人
に
一
人
が
が
ん
に
か
か
る
？

可
能

性
」
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
も

…

•
そ
の

確
率
は
も
っ
と
上
が
る
見
込
み

•
「
が
ん
」
に
つ
い
て
、
国
民
の
基
礎
的
教
養
（
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
の
観
点
で
）
が
必
要
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留
意
点

・
小
児
が
ん
の
当
事
者
、
小
児
が
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る

児
童
生
徒
等
が
い
る
場
合

・
家
族
に
が
ん
患
者
が
い
る
児
童
生

徒
等
や
、
家
族

を
が
ん
で

亡
く
し
た
児
童
生
徒
等
が
い
る
場
合

・
生
活
習
慣
が
主
な
原
因
と
な
ら
な
い
が
ん
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

特
に
、
こ
れ
ら
の
が
ん
患
者
が
身
近
に
い
る
場
合

・
が
ん
に
限
ら
ず
、
重
病
・
難
病
等
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
児

童
生
徒
等
や
、
家
族
に
該
当
患
者
が
い
た
り
家

族
を
亡
く
し
た

り
し
た
児
童
生
徒
等
が
い
る
場
合
。

新
学
習
指
導
要
領

•
小
学
校
体
育
科
「
病
気
の
予
防
」
（
第

6
学
年
）

「
（
エ
）
喫
煙
、
飲
酒
、
薬
物
乱
用
と
健
康
」

•
中
学
校
保
健
体
育
科
（
第

2
学
年
）

「
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
」

（
ウ
）
生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防

（
エ
）
喫
煙
，
飲
酒
，
薬
物
乱
用
と
健
康

ど
の

レ
ベ
ル
に
課
題
を
設
定
す
る
か

背
伸
び
と
ジ
ャ
ン
プ

•
発
達
の
最
近
接
領
域
（

Z
P

D
：

Z
o

n
e

 o
f 

P
ro

xi
m

a
l 

D
e

ve
lo

p
m

e
n

t）
V

yg
o

ts
k

y,
L.

S
.
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こ
れ
ま
で
の
「
授
業
づ
く
り
」
（
学
び
の
創
造
）は

•
“

P
la

n
n

in
g
”
は
、
授
業
で
生
起

す
る
子
ど
も
の

考
え

や
状
況
に
臨
機
応
変
に
向
き
合
う
こ
と
が

で
き
な
い

•
「
行
為
の
中
の
省
察
」
を
忘
れ
、
計
画
（

P
la

n
）
の
着

実
な
遂
行
を
重
視
し
て
し
ま
う

「
指
導
案
づ
く
り
（

P
la

n
n

in
g
）
」
の

過
度

な
重

視
→

綿
密
に
計
画
さ
れ

た
（

P
la

n
n

in
g
）
授
業

＜
“P

ro
g

ra
m

”（
e

x.
P

D
C

A
）
か
ら

“ 
P

ro
je

ct
”へ

＞

子
ど
も
の

学
び
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
授

業
の

事
例

研
究

と
は

教
師

が
い
か

に
「
教

え
る
か

」
と
い
う

授
業

の
事

例
研

究
か

ら

子
ど
も
た
ち
が

ど
の
よ
う
に
「
学

ん
で
い
る
か
」
と
い
う

授
業

の
事

例
研

究
へ

子
ど
も
の

学
び
の

姿
を
中

心
に

見
る
こ
と
が

重
要

教
師
（
「
専
門
家
」
）
と
し
て
も
と
め
ら
れ
る
こ
と

－
「
行
為
の
中
の
省
察
」
と
「
状
況
と
の
対
話
」
－

•
個
々
の
声
を
「
聴
き
（

li
st

e
n

)」
、
「
つ
な
ぎ
」
、
「
も
ど
し
」
、
「
ジ
ャ
ン
プ
す
る
」

授
業
の
デ
ザ
イ
ン

•
「
階
段
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
か
ら
「
登
山
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
へ
の
移
行

登
山
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
：＜

主
題
－
経
験
（探

究
）－

表
現
＞
ー
質
ー

P
ro

je
ct
型

・
頂
上
へ
の
到
達
を
目
標
と
は
し
て
い
る
が
、
そ
の
価
値
は
、
山
登
り
の
経
験
そ
れ
自
体

の
楽
し
み
に
求
め
ら
れ
る
（自

分
で
道
を
選
択
し
自

分
の
方
法
と
ペ
ー
ス
で
山
を
登
る
こ

と
が
で
き
る
）

−
大
量
の
知
識
や
技
能
を
効
率
的
に
伝
達
で
き
な
い
（少

な
く
深
く
学
ぶ
）

・
社
会
と
文
化
の
民
主
的
変
革
を
標
榜
し
て
、
学
校
に
「学

び
の
共
同
体
」
を
樹
立
す
る

性
格
（
学
び
の
多
様
な
筋
道
が
学
び
の
過
程
に
準
備

さ
れ
て
い
る
）

階
段
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（こ

れ
ま
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）：

＜
目
標
－
達
成
－
評
価
＞
ー
量

ー
P

ro
g

ra
m
型
（
広
く
浅
く
学
ぶ
）

・
効
率
性
と
生
産
性
を
追
求
す
る
様
式
（目

標
達
成
が
価
値
・学

び
の
画
一
化
）

・
最
終
の
ゴ
ー
ル
に
向
け
て

S
m

a
ll

 S
te

p
の
階
段
を
準

備
（
誰
も
が
同
じ
ル
ー
ト
で
学
ぶ
）

・
「
階
段
型
」
に
お
け
る
「個

性
」と

は
、
階
段
を
上
昇

す
る
速
度
の
差
異
（狭

い
経
験
）

•
教
師
と
し
て
の
「
教
養
」
、
健
康
の
専
門

家
と
し
て
の
「
教
養
」
が
重
要

「
が

ん
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か
？

－
保
健
授
業
の
難
し
さ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
－

�
科
学

（
医
学
）
の
発
達
は
何
を
も
た
ら
し
た
か
？

�
「
設
計
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の
確
立
（
均
質
化
さ
れ
た
世
界
）

�
「
予
測
可
能
性
」
の
中
を
生
き
る
時
代

（
ア
ン
ジ
ー
の
例
や
出
生
前
診
断
の
例
；新

た
な
選
択
肢
の
出
現
）

�
「
今
」
を
生
き
る
こ
と
は
「
予
測
可
能
性
」
の
中
で
規
定

さ
れ

た
「
現
在
（
今
）
」
を
選
択
し
て
生
き
る
こ
と
（
人
間

性
の
希

薄
化
）
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近
年
の
「
健
康
教
育
」
の
特
徴

と
今
後
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

「
自
由
競
争
」
と
「自

己
責
任
」
を
前
提
と
す
る
原
理
（個

が
バ
ラ
バ
ラ
に

→
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
解
体
）

→
合

理
的
・
効
率
的
生
き
方
と
予
測
可
能
性
の
中
で
現

在
を
規
定
し
て
し
ま
う
（
道
徳
的
価
値
の

付
与
が
問
題
と
な
る
）

−
リ
ス
ク
に
対
し
て
積
極
的
に
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
主
体
の
形
成

社
会
に
適
応
す
る
「
強
い
自
己
」
の

形
成
を
目
指

し
な
が

ら
課
題
解
決
を
図
る
「
健
康
教
育
」
（
新
自
由
主
義
）
か
ら

対
話
（

d
ia

lo
g

u
e

)を
中
心
と
し
た
「
つ
な
が
り
」
と
「
ケ
ア
」

の
「
健
康
教
育
」
と
し
て
授
業
を
創

造
す
る

バ
ラ
バ

ラ
に
解

体
さ
れ

た
個

か
ら
対

話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
構
成

へ
向

け
た
試

み
（
P
ro
je
ct
) ：
モ
ノ
と
の

対
話
（
世
界

づ
く
り
）
、
他
者

と
の

対
話

（
仲
間

づ
く

り
）
、
自

己
と
の

対
話

（
自
分

づ
く
り
）
の

三
つ
の

対
話

的
実

践
と
し
て
の

学
び

「
ま
だ
、
経

験
し
て
い
な
い
こ
と
」
を
学
ぶ

−
道

徳
的

視
点

の
越

境
−

•
「
健
康
が
大
切
で
あ
る
こ
と
」
は
、
子
ど
も
も
教
師
も
理
解
し
て
い
る

（
？
）
。
健
康
の
価
値
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
合
理
的
な
生
き
方
を
設
計

し
、
生

き
て
い
く
こ
と
は
、
予
測
可
能
性
の
な
か
で
現
在
を
規
定
す
る
こ

と
で
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
医
学
的
見
解
（
実
感
の
伴
わ
な
い
デ
ー
タ
）
を

前
提
と
し
て
合
理
的
な
生
き
方
を
無
条
件
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
は
道

徳
的
価

値
が
付
与
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
は
、
個
人
の
お

か
れ
た
状
況
と
生
き
方
、
価
値
観
は
異
な
る
の
で
、
対
話
（d

ia
lo

g
u

e
）

に
よ
る
授
業
を
構
成
し
、
認
識
を
深
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

•
社
会
に
適
応
す
る
「
強
い
自
己
」
の
形
成
を
目
指
し
な
が
ら
課
題
解

決
を
図
る
健
康
教
育
か
ら
対
話
を
中
心
と
し
た
つ
な
が
り
と
ケ
ア
の
健

康
教
育
へ
と
新
た
な
創
造
が
期
待
さ
れ
る
時
期
に
き
て
い
る
。
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平成３０年度がん教育指導者研修会アンケート結果 

 

＜実践発表について＞ 

「大変参考になった」「参考になった」 

＜理由＞ 

・小・中・高等学校のそれぞれの校種で、どんな内容を扱ったらよいのか参考になった。 

・がんを自分のこととしてとらえることのできる実践であった。 

・「がんを知ることが、共生につながる」という言葉が印象的であった。 

・様々な授業の仕方、アプローチがあるのだと思った。 

・多岐にわたる内容の中で、どこに焦点を絞って授業をするのかがわかった。 

・養護教諭としてどのように授業にかかわっていったらよいかが参考になった。 

・授業の際に、がん患者が身近にいる児童生徒への配慮の大切さを感じた。 

・授業づくりのアイディアをたくさんいただくことができた。 

・小学校のころからのがん教育で、健康や命の大切さについて考えさせることはもちろん、 

 身近な人ががんをり患した場合の心構えやより良い生き方につながる教育であると改め 

 て感じた。 

 

＜講演について＞ 

「大変参考になった」「参考になった」 

＜理由＞ 

・何をどのように教えればいいのか、どのように指導していくのかが少し見えてきた。 

・がん教育のみならず、他の教科の指導にも共通する内容であり、勉強になった。 

・授業をデザインするという点で、大変参考になった。 

・子供たちにとって「生きた授業」「学び」に導くためにどのように実践していくべきか考  

 える貴重な機会となった。 

・なぜ学ばせなけばならないのかを自分自身で理解しながら授業を進めたい。 

・今まで考えていたがん教育への価値観が変わるような御講演だった。 

・具体的な内容での学びの大切さ、対話を重ねて学びを深めることなど大変勉強になった。 

・がん教育という視点はもちろん、学びの過程など、勉強になった。 

・がん教育について、どのような授業を行うか、どのような点に気を付けるとよいかを実際 

 の授業の様子を聞きながらイメージすることができた。 
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Ⅲ 平成３０年度埼玉県がん教育授業研究会  

 １ 久喜市立菖蒲小学校 

文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 

平成３０年度埼玉県「がん教育」授業研究会(小学校)実施要項 

１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 

この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心を持ち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 

そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 

 

３ 期  日  平成３０年１１月２日（金） 

 

４ 会  場  久喜市立菖蒲小学校   

〒３４６－０１０６ 久喜市菖蒲町菖蒲６２５番地  

         

５ 参加対象者  小学校教職員（教諭、養護教諭、保健主事等）、県立特別支援学校教職員   

        及び指導主事 

６ 日  程 

（１）受  付 １３時００分～        （ 体育館 ） 

（２）全 体 会 １３時２５分～１３時４５分  （ 体育館 ） 

（３）公開授業 １３時５５分～１４時４０分  （ 体育館 ） 

（４）研究協議 １５時００分～１６時３０分  （ 体育館 ） 

 

７ 公開授業 

学年 授業者 題  材 

６年 小島 宏之 教諭 

特別活動 

「健康と命の大切さ」 

 カ 心身ともに健康で安全な生活態度の育成 

 

８ 指導者及び役員 

  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  課    長   伊藤 治也 

  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  主席指導主事   駒崎 弘匡 

  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  指 導 主 事   馬場久美子 

  埼 玉 県 教 育 局 東 部 教 育 事 務 所  指 導 主 事   瀬髙 武夫 

  久 喜 市 教 育 委 員 会 学 校 指 導 課  指 導 主 事   渡辺 充範 

 

埼玉県がん教育授業検討委員会委員 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准   教   授   七木田文彦 

  埼玉医科大学総合医療センター      准   教   授   儀賀 理暁 

  鴻 巣 市 立 鴻 巣 南 小 学 校      教 諭   堀  祐介 

  春 日 部 市 立 豊 春 小 学 校      養 護 教 諭   野上 弘恵 
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第６学年１組 学級活動（保健指導）指導案 
平成３０年１１月２日（金）第５校時 

場 所           体育館 

児童数           ４１名 

指導者         小島 宏之 

 

１ 題材名 健康と命の大切さ（カ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成） 

 

２ 児童の実態と題材設定の理由 

（１） 児童の実態 

本学級の児童は、1年生から 5年生までは、2学級であったが、6年生になり単学級となった。こ

のため、進級当初はとても賑やかであったが、徐々に落ち着いて学校生活が送れるようになった。

また、低学年の頃より男女仲良く、誰とでも協力して活動することができる。さらに、他学年に対

しても、思いやりをもって接することができる。しかし、グループや班などの少人数の場では、自

分の意見を言えるが、学級全体の場で自分の意見を進んで発表することに消極的な児童もみられる。 

児童はこれまでに、体育の保健領域の学習「病気の予防」では、病原体や体の抵抗力、生活行動、

環境などが関わり合って病気が起こることを学習し、さらに、予防の仕方も病気によってそれぞれ

異なっていることを学習してきた。 

事前アンケートの結果は以下のようになっている。（平成３０年９月 実施 ４１名） 

  

  ①がんについての以下の質問について、当てはまるものに○を付けてください。 

   質問 そう思う 
どちらかといえば 

そう思う 
どちらかといえば
そう思わない 

そう 
思わない 

a 
がんの学習は、健康な生活を送るため
に重要だ。 

 ３２  ８  １ ０  

b 
がんの学習は、健康な生活を送るため
に役に立つ。 

 ３３  ７  １ ０  

  ②がんについての以下の質問について、当てはまるものに○を付けてください。 

    質問 正しい 誤り 

a (ア) がんは誰
だれ

もがかかる可能性のある病気である。  ３８ ３ 

b (イ) 
がんは進行すると、今まで通りの生活ができなくなったり、
命を失ったりすることがある。 

 ３８ ３ 

c (ウ) がんは日本人の死因の第２位である。  １８ ２３ 

d (エ) 
たばこを吸わないこと、バランスよく食事をすること、適度

てきど

な運動をすることなどによって、予防できるがんもある。 
 ３２ ９ 

e (オ) 早期発見すれば、がんは治
なお

りやすい。  ３６ ５ 

f (オ) 体の調子が良い場合は、定期的に検診
けんしん

を受けなくても良い。  １ ４０ 

g (カ) がんの治療
ちりょう

法には手術治療しかない。     

h (キ) がんの痛みは我慢
がまん

するしかない。     

  ③がんについての以下の質問について、当てはまるものに○を付けてください。 

    質問 そう思う 
どちらかといえば 

そう思う 
どちらかといえば
そう思わない 

そう 
思わない 

a (ア) 
自分はがんにならないと思う。 
 

 ５  ０  ２０  １６ 

b (エ) 
将来、たばこは吸わないでいよ
うと思う。 

 ３６  ３  ２  ０ 

c (エ) 
日頃
ひごろ

から、バランスの良い食事や適度に運動を行う
など健康な体づくりに取り組もうと思う。 

 ２４  １５  １  １ 

d (オ) 
がん検診

けんしん

を受けられる年齢
ねんれい

になっ
たら、検診を受けようと思う。 

 ２５  １３  ２  １ 

e (カ) 
がんの治療

ちりょう

方法はいくつかある
が、医師が決めるものである。 
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f (ク) 
がんになっても生活の質を高め
ることができる。 

 ９  １８  １１  ３ 

g (ケ) 
がんになっている人も過ごしや
すい世の中にしたい。 

 ３２  ７  １  ０ 

h (コ) 
がんと健康について、まずは身
近な家族から語ろうと思う。 

 １６  ２０  ３  ２ 

i (コ) 
家族や身近な人が健康であって
ほしいと思う。 

 ３９  ２  ０  ０ 

j (コ) 
長生きをするために、健康な体
づくりに取り組もうと思う。 

 ３４  ７  ０  ０ 

 

  アンケートの結果から、健康な生活を送るためには、がんについての学習が重要であると考えてい

る児童が多くいることが分かる。また、「がんは誰もがかかる可能性のある病気である。」との問いに

も、９割以上の児童が「正しい」と答えており、がんについてある程度の知識をもっていることがうか

がえる。 

しかし、予防や早期発見についての質問は、正しく答えられなかった児童が１割～２割いる。また、

「がんになっても生活の質を高めることができる。」との問いには、「どちらかといえばそう思わない」

「そう思わない」と答えた児童が４割近くおり、「がんは日本人の死因の第２位である。」との問いに

も、誤った回答をした児童が４割以上いる。これらのことから、がんを真に身近な問題としてとらえて

いる児童は少ないことが分かる。 

 

（２） 題材設定の理由 

がんは１９８１年より日本人の死因の第１位で、現在では年間３６万人以上の国民ががんによっ

て亡くなっている。また、生涯でがんにかかる可能性は年々増加しており、今日においては、日本人

の２人に 1 人はがんになり、３人に 1 人はがんで亡くなると言われている。このことより、がんは

わが国の国民における健康及び生命にとって重要な課題であり、健康に関する国民の基礎的教養と

して身に付けておくべきものとなりつつある。 

わが国では、がん対策基本法の下、がん対策推進基本計画が策定された。その中で、「健康につい

て子どもの頃から教育することが重要であり、学校でも健康の保持増進と疾病の予防といった観点

から、がんの予防も含めた健康教育に取り組んでいる。しかし、がんそのものやがん患者に対する理

解を深める教育は不十分であると指摘されている。」といった現状や、「子どもに対しては、健康と命

の大切さについて学び、自らの健康を適切に管理し、がんに対する正しい知識とがん患者に対する

正しい認識をもつよう教育することを目指す」といった目標も示されている。 

このようなことから、学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、健康に対する関心をもち、

がんを正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるようになると考えた。そして、がんを特

別に扱うのではなく、がんを扱うことを通して、他の様々な病気の予防や望ましい生活習慣の確立

を含めた健康教育の充実を図る上でも意義のある内容であると捉え、本題材を設定した。 

   指導にあたっては、単にがんという病気そのものについての知識・理解の定着を図るのみではな

く、がんを自分の生活と結び付けてとらえることを通して、がんやその他の病気を予防するために何

ができるかを考えられるようにする。また、がん患者の話に触れることで、がん患者に対する理解

や、がんという病気とどう向き合えばよいかについて、考えられるようにする。そのために、がん教

育を教科横断的な視点でとらえ、保健体育や道徳、特別活動において、各教科の特質に応じた指導を

展開していく。 

   保健体育科においては、健康に良くない生活とは具体的にどのようなことかを理解し、長く続け

ているとどうなるかを、心臓病や脳卒中などの血管の病気と結びつけて考えるようにする。また、生

活習慣病は必ずしも大人だけの病気ではないことをおさえ、自分の生活習慣を振り返って、これから

改善したいこと、心がけたいことを考えるようにする。 

がんについては、①がんも生活習慣病のうちのひとつであること ②がんは日本人の死亡原因の

１位であること ③がんは２人に 1 人がかかる病気であること をおさえ、のちに、くわしく学習

することを伝える。 

道徳科においては、悩みや苦しみと闘いながら、生きる喜びを感じ、よりよく生きていこうとす
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る人間の素晴らしさに感得し、自分の生き方について考え、自覚を深めていけるようにする。 

わが国では、２人に１人が生涯にがんにかかるという状況があり、今日的課題として、｢がんと

ともに生きる社会｣があげられている。このことから、私たちはどのように、がんと向き合って生

きていったらよいのかを考えなければならない。「がん」という診断を受けたら、誰もが大きな衝

撃を受け、死への恐怖や不安に襲われるにちがいない。心が大きく揺れ動き、悲観的に考え、様々

な生活上の支障も出てくる。しかしながら、がんにかかっても、がんと向き合い、生き生きと日常

生活を続け、仕事をされている方がいる。もちろんそうした方々も、最初からがんと上手く向き合

ってこられたわけではない。がんと向き合って生きている方をゲストティーチャーに招き、「がん

とともに歩む気持ちをしっかり持って、自分らしく生きることの大切さ」を語ってもらう。また、

子どもたちが、がんと向き合う方々とともに生きるために、自分ができることを考えていけるよう

に、児童の質問に答えてもらう。 

  特別活動においては、前時の道徳で深く考えた、がんと向き合って生きている人との関わりをもと

に、自分とがんの関わりについて学ぶ。がんと向き合うゲストティーチャーとの出会いは、子どもた

ちにとって心に大きな印象を残しているに違いない。他者との関わりについては、自分なりの答えを

出せたものの、自分とがんとの関わりを提起されると、未習であるだけに知識の少なさから大きな不

安を感じずにはいられないだろう。このことから「がんについて調べ、自分ができることを考えよ

う」という課題のもと調べ学習をする。その際、文部科学省のがん教育推進のための映像教材「がん

博士のがんについての基礎知識」を用いて自力解決を図る。調べたことを自分からグループ、グルー

プからクラス全体へと話し合いや発表を行うことで、思考を広げていきたい。さらに将来の自分を見

つめさせより確かな自己実現を図るために、「20歳の自分に向けてメッセージ」を書き記し発表する

ことで、がんを通した、健康のために自分が取り組む目標を確かなものとしたい。 

本単元の指導にあたっては、「がんについて正しく理解すること」「健康と命の大切さについて主体

的に考えること」を身に付けさせるために、がんに対する知識、原因、予防、早期発見、検診等につ

いての基礎的な内容に絞って学習し、主に、健康と命の大切さについて主体的に考えることを中心に

扱っていきたい。 

 

３ 指導のねらい 

 〇がんを予防・早期発見するために自分にできることを具体的に考えることができるようにする。 

 〇がんに対する正しい知識をもつことができるようにする。 

 

４ 評価規準 

集団活動や生活への 
関心・意欲・態度 

集団の一員としての 
思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 
知識・理解 

がんを予防・早期発見するた
めに自分にできることを主体的
に考え、よりよい生活習慣の形
成や健康の保持増進に取り組も
うとしている。 

自身の健康のためにできるこ
とを考え、今までの生活や意識
を見直し、自分が取り組むこと
の目標や方法を考え、判断し、実
践している。 

がんに対する知識やがんを予
防・早期発見するための正しい
方法を理解している。 

 

５ 事前の指導 

時 主な活動 ・指導上の留意点 〇評価 

教 科 学習内容 

 １ 保健(1/5） ・生活行動が主な要因となって

起こる病気には、心臓や脳の血

管が硬くなったり、つまったり

する病気があること。 

・その予防には望ましい生活習

慣を身につける必要があるこ

と。 

 

 

・がんが死亡原因の

１位であることを

押さえる。 

〇生活習慣病の原因と

予防策が分かる。    

    【知・理】 
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 ２ 道徳(1/1) ・「もし身近な人ががんになって
しまったら」というテーマのも
と、がんになった経験のある方
の話を聞いたり、質問したりし
て、自分なりの接し方や心のよ
りそい方を見出す。 

・ゲストティーチャ
ーのお話 

・がんという病気 

〇がんと向き合う
人々と触れ合うこ
とを通して、共感
的な理解を深め、
自己の在り方や生
き方を考え共に生
きる態度を育成す
る。 

 ３ 
(本時) 

学級活動 
(1/1) 
 

・がんとはどのような病気か知
ること。 

・その予防には望ましい生活習
慣を身に付ける必要があるこ
と。 

・児童一人ひとりが、がんという
病気に対して、①自らの生活
（食生活等）を見直していこう
とすること、②大人になったら
早期発見のための検診を受け
ようとすることを通して、がん
を予防しようとする態度を身
に付けること。 

・がんについて詳し
く知りたい項目ご
とに各自で調べさ
せる。 

・健康のために自分
が取り組む目標と
その根拠を自分の
言葉でまとめさせ
る。 

〇がんの予防には生
活習慣が関係して
いるものもあるこ
とが分かる。 

【知・理】 
〇がんを予防・早期発
見するために自分
にできることを主
体的に考え、よりよ
い生活習慣の形成
や健康の保持増進
に取り組もうとし
ている。 

【思考・判断・実践】 

 

６ 本時の学習（学級活動） 

（１） ねらい 健康のためにできることを考え、自分が取り組むことの目標や方法を明確にすることが    

できる。 

（２） 展開 

時

間 

学 習 活 動 〇指導上の留意点 

◆評価 

教材・資料 

導 
入 
３ 
分 

１ 既習を振り返る。 
・生活習慣病の原因とその予防 
・がんと向き合いながら生活している方の話 

〇前時までを振り返
り、既習事項を想
起させる。 

・ホワイトボ
ード 

 

展 

開

20

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のねらいを知る。 
 
 
３ がんについて自分の課題を調べる。 
① どうしてがんになるの（原因） 

＜ワークシート記入例＞ 
・体の細胞の中にまれに別の細胞ができてしまう。 

（がん細胞） 
・がん細胞がどんどん増えて、正しい細胞が正しく働かな
くなってしまう。        （がんという病気） 
② がんにならないためにはどうすればよいか？      

                   （予防） 
＜ワークシート記入例＞ 
・原因はいろいろあり、わかっていないものもある。 
・たばこを吸わない。 
・お酒を飲みすぎない。 
・野菜不足にならない。 
・塩分を取りすぎない。 
・運動不足にならない。 
③ がんは、治すことができるの？（早期発見） 

＜ワークシート記入例＞ 
・がんが小さいうちに治せば 95％治せる。 

 
 
 
〇今まで学習してき
たことを、自分自
身の生活にどう結
びつけるのか、児
童の学習への意欲
を促す。 

〇事前アンケートで
がんについて詳し
く知りたいと答え
た項目ごとに各自
が映像教材を利用
して調べさせる。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・文科省映像
教材がん
博士の「が
んについ
ての基礎
知識」 

・ワークシー
ト 

・タブレット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

がんについて調べ、健康のために自分ができることを考えよう。 
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３ 

分 

 

 

 

 

10

分 

・がんが小さいうちに見つけること。 
・がんが小さいうちは自分では気づきにくい。 
・がんは発見できる大きさになるのに、10 年～20 年かか
る。 
④ どうすればがんを早く見つけられるの？（検診） 

＜ワークシート記入例＞ 
・成人したら病院で定期的に検査する。（がん検診） 
４ 調べた結果、まとめたことを伝え合う。 
① どうしてがんになるの（原因） 
② がんにならないためにはどうすればよいか？（予防） 
③ がんは、治すことができるの？（早期発見） 
④ どうすればがんを早く見つけられるの？（検診） 
 
 
 
 
 
 
 
５ 健康のために自分が今できることを書く。 
 
 
 
 
 
６ グループで考えを伝え合う。 
＜予想される児童の反応＞ 
・タバコを吸ったりお酒を飲んだりしない。（発表児童） 
・自分だけではなく、家族にもお願いした方がいい。（グル
ープ児童からのアドバイス） 

・正しい生活習慣を続けたい。（発表児童） 
・例えば何を続けるのかはっきりした方がいい（グループ
児童からのアドバイス） 

・がんを予防するために、定期的に検診を受けたい。（発表
児童） 

・自分もその通りだと思う。（グループ児童からの感想） 

 
 
 
 
 
 
 
〇発表を聞き合い、
課題ごとに調べて
まとめたことをク
ラスで共有させ
る。 

◆がんに対する知識
やがんを予防・早
期発見するための
正しい方法を理解
している。 
【知識・理解】 

 
〇既習をもとに、健
康のために自分が
取り組む目標とそ
の根拠を自分の言
葉でまとめさせ
る。 

 
〇互いの目標と根拠
を聞き合うことと
感想やアドバイス
を伝え合うことを
明確に指示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・文科省映像
教材がん
博士の「が
んについ
ての基礎
知識」 

・ワークシート 

ま 
と 
め 
５ 
分 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
分 
 
 
 
 
 
２ 
分 

７ ２０才の自分に向けてメッセージを書く。 
＜メッセージ記入例＞ 
・生活習慣に気を付けて、健康で元気に生活しています
か。これからも、自分や家族のために、正しい生活習慣
を続けてください。 

・タバコやお酒は、がんの原因になります。健康のため、
がんにならないためにも、タバコとお酒はやめてくださ
い。 

・がんは誰にでも起こる病気です。しかし、早期発見すれ
ば治る可能性もあります。定期的に検診を受けてくださ
い。 

 
８ ２０才の自分自身へのメッセージを発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
９ 教師の話を聞く。 

〇本時までに学んだ
既習を生かしてメ
ッセージが書ける
よう机間指導す
る。 

◆自分自身の健康の
ためにできること
を考え、将来にわ
たって取り組むこ
とを考えている。 

【思考・判断・実践】 
 
〇学級全体でメッセ
ージを共有させ
る。 

〇メッセージを書き
上げた児童を称賛
し、健康の大切さ
を押さえる。 

・ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・担任の子の
画像 
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平成３０年度がん教育授業研究会（久喜市立菖蒲小学校）アンケート結果 

【本日の授業研究会の内容について】 

「大変参考になった」「参考になった」 

＜理由＞ 

○授業内容について 

・盛りだくさんの内容であったが、児童がしっかりと 

 取り組んでいた。 

・自分の生活へとつながる授業だった。 

・教科横断的な学習計画が参考になった。（知識面、心 

 の面、最後は実践力） 

・体育の保健領域、道徳、特別活動のそれぞれの教科の特質を生かした系統性のある授業展開であった。 

・担任の先生の最後の話が感動的だった。子供たちの心に響いたと思います。 

・実際に授業するには、どこを目指してどのような方法で展開したらよいのか考える機会となった。 

・がんについての基礎知識や、予防、治療まで様々な角度から取り扱うことができ、奥が深い題材だと思った。 

・小学生からがんについて正しく学ぶことにより、子供たちの心に何かが残り、これからの人生が変わっていく 

 のではないかと思った。 

・最後に小島先生が言っていた、「今できることを今日から」という言葉が印象的だった。 

・がんについて理解を深めながら、自身について振り返る学習活動もあり、子供たちが一生懸命考えている姿が 

 素晴らしかった。 

・２０歳の自分に手紙を書くことで、行動化に結び付けられるのではと考える。 

・先生のご家族の話があったことで、身近な病気だと子供たちに印象付けることができたと思う。 

・小島先生の最後のお話を聞いたときに、涙が出そうになった。小島先生ご自身の体験が子供たちにとって最高 

 の生きた教材だと思った。 

・事前のアンケートで、児童に気付かせたい内容や、授業で特に学んでほしい内容を意図的に項目として入れて 

 いたのがよかった。 

・「自分のこととして、主体的に考え、実践していくには」というテーマが明確だった。  

・がんを正しく理解し、健康な生活や予防に努めるとともに、早期発見や検診の大切さについて、児童が家族に 

 も伝えられるようになるとさらに良いなと思った。 

・子供たちから「一人では、病気に負けてしまうから支え合う」「家族にがん検診をすすめる」「家族ががんにな 

 ったら安心できるように笑顔で過ごす」などの意見が出ていて、心の面でも深い学びになっていると思った。 

・主体的、対話的で深い学びにつながる有意義な授業であった。 

・養護教諭や栄養教諭の力も借りるとなお良くなると思う。 

・早期発見について、児童への定着が弱い気がしたので、最後の発表で検診のことを書いてある子を指名すると 

 よいのかなと思った。 

・①がんとは何か、②がんを経験した人の気持ち、③自分ができること、と順序立てて指導することで自分事と 

 してとらえやすくなっているように感じた。 

・学活なので、子供たちがより実践につなげられるような展開も必要かと思った。（今の自分にできること、した 

 いことをより具体的に） 

・本時までの２時間の内容が本時への大切な土台となっていることを感じた。 

・発表に対する先生の言葉がけがあたたかく、子供たちが熱心に活動していた。 

 

○児童について 

・児童の主体的な活動が見られた。 

・グループでの話し合いが上手にできていた。（司会の役割、質問、それに対する答えなど） 

・子供たちが健康に対する意識、がんに対する知識や危機感をもっていて驚いた。 

・子供たちが素晴らしく普段からの良いクラスづくりを想像することができた。 

・自分ができることについてよく考えられていた。 

・話し合い・発表の手順がしっかりしていて、日頃の学級経営の賜物と感じた。 

・お互いの考えを尊重し、自分の考えもきちんと言えていた。 
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・子供たちが物おじせず、発表できていた。担任の先生の学級経営が素晴らしいことが垣間見えた。 

・子供たちが、本当に賢く素直ですばらしかった。 

・話し合い活動において、しっかり発表したり、意見を交換したり、だれもが参加できていて素晴らしかった。 

・２０才への自分への手紙がとてもしっかりかけていて驚いた。３時間扱いで取り組まれている成果なのかと感 

 じた。 

 

○教材・教具について 

・タブレットが一人一台あるので、調べ学習がしやすい。一人一人のペースで学べる。 

・映像教材が分かりやすかった 

・文科省から出ている教材を取り入れていきたい。 

 

○ワークシートについて 

・２０才の自分へのメッセージは、本時の学習を生かして記入することができていた。 

・ワークシートの工夫が見られた。４つの視点で整理できる。 

・調べることの視点が設定されていて、「自分が今できること」が具体的にかけていた。 

・振り返りに活用できるワークシートだった 

 

「どちらでもない」 

＜理由＞ 

・児童は本当に自分の事として考えられていたのか。当たり前の答えを書いているように思った。 

・がん教育の方向性がわからない。 

 

【がんに関する授業を実施するにあたっての課題】 

・時数の確保。特別活動の時数の確保は難しい 

・教師の専門的知識の不足 

・児童への配慮（小児がんを患っている児童、がんで治療中の保護者がいる場合、身近な人ががんで亡くなって 

 いる場合） 

・事前の保護者への周知の仕方 

・怖いもの、遠いものにならないようにすること 

・がん教育そのものに対する理解（職員間での共通理解） 

・総合的な学習の時間の単元でできれば時数を確保できる 

・ゲストティーチャーの確保（小学生向けにわかりやすく話していただける方） 

・身近に感じることが難しい 

・年間指導計画への位置づけ（教育課程への位置づけ） 

・他機関との連携 

・評価について 

・教材づくり 

・実施学年の検討 

・学習したことをどの様に生活に生かすか。 

・子供たちに何を伝えたいのか、（早期発見？検診？生活習慣？）方向性が難しい。 

・他にやらなければならないことが多く、がん教育が実施できる体制づくりをしていきたいが、難しい。 

・文科省の明確な意図がつかみ取れない。 

・がんになったことで、「自分は健康の管理ができていなかったのでは」「規則正しい生活が送れていなかったの 

 ではないか」と自分を責めることがないよう、道徳や特別活動で補う必要がある。（がんの原因が生活習慣だけ 

 ではないため） 

・誤解なく、正しく教えることの難しさが課題 

・課題意識のもたせ方 

・がん細胞についてわかりやすく説明すること 

・教員の研修不足 

・特別支援学校でのがん教育をどのように進めていくか。 
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Ⅲ 平成３０年度埼玉県がん教育授業研究会  

 ２ 鶴ヶ島市立南中学校 

文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 

平成３０年度埼玉県「がん教育」授業研究会(中学校)実施要項 

１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 

この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心を持ち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 

そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 
２ 主  催  埼玉県教育委員会 

 

３ 期  日  平成３０年１１月１３日（火） 

 

４ 会  場  鶴ヶ島市立南中学校  鶴ヶ島市南町１丁目２７－１  

        ＊駐車場がありません。公共交通機関で来校願います。 
      （ 東武東上線「鶴ヶ島駅」下車、東武バスにて「川鶴団地」降車 徒歩３分 ） 

 

５ 参加対象者  中学校教職員（保健体育科、養護教諭、保健主事等）、県立特別支援学校 

        教職員、及び指導主事 

６ 日  程 

（１）受  付 １３時００分～        （ 体育館 ） 

（２）全 体 会 １３時２０分～１３時４０分  （ 体育館 ） 

（３）公開授業 １３時５０分～１４時４０分  （ 体育館 ） 

（４）研究協議 １５時００分～１６時３０分  （ 体育館 ） 

 

７ 公開授業 

学年 授業者 単元名 

３年 
忍田 友子 教  諭 

髙沢 聖子 養護教諭 

保健体育（保健分野） 

「（４）健康な生活と疾病の予防」 

   イ 生活行動・生活習慣と健康 

 

８ 指導者及び役員 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    課    長   伊藤 治也 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    主席指導主事   駒崎 弘匡 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    指 導 主 事   馬場久美子 

  埼玉県教育局西部教育事務所    指 導 主 事   栗原 智靖 

  鶴 ヶ 島 市 立 教 育 セ ン タ ー    指 導 主 事   安達 隆元 

 

埼玉県がん教育授業検討委員会委員 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准   教   授   七木田文彦 

  埼玉医科大学総合医療センター      准   教   授   儀賀 理暁 

  川 口 市 立 在 家 中 学 校      教       諭   佐野 秀行 

  久 喜 市 立 菖 蒲 中 学 校      養 護 教 諭   永島 志乃 
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保健体育科（保健分野）学習指導案 

 

平成３０年１１月１３日（火）  第５校時 体育館 

第３学年１組  男子１７名 女子１７名 計３４名 

指導者    （Ｔ１）教  諭    忍田 友子 

  （Ｔ２）養護教諭    髙沢 聖子 

 

 

１ 単 元 名   「健康な生活と疾病の予防」  イ生活行動・生活習慣と健康 

 

２ 単元について    

「健康な生活と疾病の予防」（本単元）では、人間の健康は、主体と環境がかかわりあって成り立

つこと、健康を保持増進し、疾病を予防するためには、それにかかわる要因に対する適切な対策が

あることについて理解させなければいけない。本単元のうち「イ 生活行動・生活習慣と健康」で

は、健康と生活行動は深く関わっており、食生活、運動、休養及び睡眠のそれぞれと健康との関係

について理解できるようにさせる。また、健康を保持増進するためには、調和のとれた生活を続け

ることが必要であること、不適切な生活習慣はやせや肥満などを引き起こしたり、生活習慣病を引

き起こす要因となったりし、生涯にわたる心身の健康に様々な影響があることについても理解させ

る。特に我が国の重要な健康課題となっているがんについては重点的に取り扱うこととする。 

生涯のうち国民の二人に一人がかかると推測されるがんは重要な課題であり、健康に関する国民

の基礎的教養として身に付けておくべきものとなりつつある。また、がん対策基本法（平成 18 年

法律第 98 号）の下、政府が策定したがん対策推進基本計画（平成 24 年 6 月）においても、がんの

予防の推進を図るため、学校において児童または生徒ががんに関する正しい知識について理解を深

めるための教育に関する施策を講じることが記載されており、がん教育の充実が求められている。 

   本単元は、がんは身近な病気であるということを理解させ、予防や早期発見・検診についての関

心をもち、正しい知識を身に付けた上で適切な対処ができるようになるとともに、がんを通じて

様々な病気についても理解を深め、健康の保持増進に資することを目標としている。 

 

３ 生徒の実態 

（１）一般的な生徒の実態 

   本学級は明るく和やかな雰囲気であり、学習に対して前向きに取り組む生徒も多くみられ、授業

中の発表も多い。また、小学生の時から、小グループによる学び合い学習を積み重ねて実施してい

るため、男女区別なく協力して課題に取り組むことができる。 

   保健体育における保健分野の授業に対する関心はおおむね高く、積極的に学ぼうとする生徒が多

く、基礎的な知識の定着度は高い。しかし、その反面、生活習慣の乱れている生徒もおり、知識の

活用に関しては課題がある。 
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（２）本単元に関わる生徒の実態（アンケート調査から） 

８月に行った、がんに関するアンケートの結果は以下のとおりである。 

① がんに関する学習について 

質問 そう思う 

どちらかと

いえば 

そう思う 

どちらかと

いえばそう

思わない 

そう 

思わない 

がんの学習は、健康な生活を送るために重要だ。 25 7 0 0 
がんの学習は、健康な生活を送るために役立つ。 23 9 0 0 

② がんに関する知識について 

質問 正しい 誤り 

がんは誰もがかかる可能性のある病気である。 31 1 
がんは進行すると、今まで通りの生活ができなくなったり、命を失ったりする

ことがある。 
32 0 

がんは日本人の死因の第２位である。 7 25 
たばこを吸わないこと、バランスよく食事をすること、適度な運動をすること

などによって、予防できるがんもある。 
29 3 

早期発見すればがんは治りやすい。 30 2 
体の調子が良い場合は、定期的に検診を受けなくても良い。 1 31 
がんの治療法には手術治療しかない。 5 27 
がんの痛みは我慢するしかない。 4 28 

③ がんに対する意識について 

質問 そう思う 
どちらかと

いえば 

そう思う 

どちらかと

いえばそう

思わない 

そう 

思わない 

自分はがんにならないと思う。 5 10 2 12 
将来、たばこは吸わないでいようと思う。 30 0 1 1 
日頃から、バランスの良い食事や適度に運動を行う

など健康な体づくりに取り組もうと思う。 
15 16 1 0 

がん検診を受けられる年齢になったら検診を受けよ

うと思う。 
18 8 3 3 

がんの治療方法はいくつかあるが、医師が決めるも

のである。 
6 11 8 7 

がんになっても生活の質を高めることができる。 4 10 11 7 
がんになっている人も過ごしやすい世の中にした

い。 
19 12 0 0 

がんと健康について、まずは身近な家族から語ろう

と思う。 
15 13 1 3 

家族や身近な人が健康であってほしいと思う。 31 1 0 0 
長生きをするために、健康な体づくりに取り組もう

と思う。 
26 5 1 0 

                                             ※８月２９日３２名実施 

がんの学習について、「重要だと思う」と回答している生徒が、78.1％、「役立つと思う」と回答

している生徒が 71.8％であり、「どちらかというとそう思う」と回答している生徒を含めると、す

べての生徒ががんの学習について肯定的回答をしていた。がんに関する知識については、おおむね

正しい回答をしているが、「日本人の死因の順位」、「治療法」については、ほかの設問と比較し、誤

答が多かった。 

ほとんどの生徒が「がんは誰でもかかる可能性がある病気である」と回答しているが、約半数が

「自分はがんにならないと思う」と回答している。また、18.6％の生徒が「将来、検診を受けない。」

と回答している。 

以上の結果から、がんに対してある程度正しい知識を身に付けている生徒が多いものの、自分自

身の生活とは無関係だと思っている生徒もいることがわかった。 
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４ 教師の指導観 

埼玉県「がん教育全体計画」抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ３つの柱 

 

埼玉県がん対策推進計画（H30~H35） 

 

 

 

 

 

 

 

体育・保健体育 

学習指導要領解説 

小学校［第５学年及び第６学年］ 

（エ）喫煙,飲酒,薬物乱用と健康 

○ア喫煙については、～中略～喫

煙を長い間続けるとがんや心臓

病などの病気にかかりやすくな

るなどの影響があることについ

ても触れるようにする。 

 
中学校［第２学年］ 
（ウ）生活習慣病などの予防 
○イがんの予防 
 がんは、異常な細胞であるがん細
胞が増殖する疾病でありその要因に
は不適切な生活習慣をはじめ様々な
ものがあることを理解できるように
する。 
 また、がんの予防には、生活習慣
病の予防と同様に、適切な生活習慣
を身に付けることなどが有効である
ことを理解できるようにする。 
 なお、ア、イの内容と関連させ
て、健康診断やがん検診などで早期
に異常を発見できることなどを取り
上げ、疾病の回復についても触れる
ように配慮するものとする。 

 

高等学校 

（１）現代社会と健康 

イ健康の保持増進と疾病の予防 

（ア）生活習慣病と日常の生活行動 

生活習慣病を予防し～中略～そ

の際、悪性新生物、・・・生活行

動と深い関係があることを理解

できるようにする。 

がん対策基本法（H19） 

がん対策推進基本計画 

第３期がん対策推進基本計画

（H29~H34） 

〈がん教育・がんに関する

知識の普及啓発〉 

がんに対するする正しい知識、

がん患者への理解及び命の大切

さに対する認識を深めることが

大切である。 

がん教育の在り方に関する検討会

（H26~） 

〈がん教育の具体的内容〉 

１ がんとは 

２ がんの種類とその経過 

３ 我が国のがんの状況 

４ がんの予防 

５ がんの早期発見-がん検診 

６ がんの治療法 

７ がん治療における緩和ケア 

８ がん患者の生活の質 

９ がん患者への理解と共生 

〈実施に当たっての留意点〉 

①学校教育全体での推進 

②発達の段階を踏まえた指導 

③外部講師の参加・協力な

ど関係諸機関との連携 

④がん教育で配慮が必要な事項について 

健康教育の目標 

生涯を通して、自らの健康を適切に管理し

改善していく資質や能力の育成 

がん教育の目標 

 自他の健康と命の大切さについて学び、共に

生きる社会づくりに寄与する資質や能力の育成 

がん教育の「３つの具体的目標」 

がんそのもの

に対する理解 

がん患者に対す

る正しい理解 

命の大切さに

対する理解 

保 健 教 育 

理科・家

庭科 等 

○生物と

細胞 

○家庭と

家庭生

活等 

道 徳 

 

○命の尊さ 

○差別や

偏見の

ない共

に生き

る社会 

 

総合的な

学習の時間 

○がんに  

 関する 

「探求的  

  学習」 

学級活動 

(HR 活動) 

○がんそ

のもの

に対す

る理解 

○生活習慣 

○人間関係 

学校行事 

 

○がん経

験者か

ら学ぶ 

○出前講

座 等 

埼玉県の具体的な取組 家庭・地域の理解と協力 

がん教育推進連絡協議会 がん教育指導者研修会 がん教育授業研究会 

効果的ながん教育の在り方につ

いて研修や授業モデルの提案等

に取り組み小・中・高等学校の

教職員の資質向上を図る 

〈がん教育を実施する上での全体的配慮事項〉 

・児童生徒自身や家族にがん患者がいる場合 

・がんだけでなく、重病や難病の家族がいる場合 

○写真や例示の提示方法 

教員の発問、言葉かけに留意する 
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 埼玉県「がん教育全体計画」をもとに、本単元の特性と生徒の実態から、以下のような授業を展開 
したい。 
・主体的・対話的で深い学びを実現する授業 
・よりよい生活行動・生活習慣について、知識を活用した学習活動により、思考を促す授業 
・生活習慣病とその予防方法、がん検診の必要性について正しい知識が身に付き、理解が深まる授業 

 
これらの授業を実現するための具体策を以下に示す。 
〇特別活動・道徳の授業との連携 

   がん教育は、保健体育の授業のみならず、他教科等との連携を強めながら、生徒の生活改善・実 
践意欲の向上につなげることが重要である。 

   事後指導として学級活動では、「がん患者への理解と共生」について、外部講師と連携して指導を
行う。道徳の授業では、「和田真由美さんの手記」をもとに、生命の尊さについて担任が授業を実施
する。 
〇養護教諭との連携（チームティーチング） 

   がんに関する科学的根拠に基づいた知識などの専門的な内容を含むがん教育を進めるために、養 
護教諭と連携して授業を実施する。 
〇「がん教育推進のための教材（文部科学省）」の活用 

   基礎的知識を正しく習得させるために文部科学省が作成した「がん教育推進のための教材 指導
参考資料」中学生・高校生版「スライド教材」を積極的に取り入れて、ICT を活用する。 
〇外部講師の活用 
外部講師から、がんと向き合う人々の話を聞き、自他の健康と命の大切さについて学び、共に生

きる社会づくりに寄与する資質や能力の育成を図る。 
〇身近にがん経験者がいる生徒への配慮 

   身近にがん経験者がいる場合は、事前に面談を行い、授業概要を説明し、途中で辛くなった場合
は離席してもよい旨を伝えた。 

 
５ 単元の目標 
（１）生活行動・生活習慣と健康について関心をもち、学習活動に積極的に取り組むことができるよう

にする。                             【関心・意欲・態度】 
（２）生活行動・生活習慣と健康について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などによ

り、科学的に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。     【思考・判断】 
（３）生活行動・生活習慣と健康について、基礎的な事項及びそれらと生活とのかかわりを理解できる

ようにする。                              【知識・理解】 
 
６ 単元及び学習活動に即した評価規準 

 ア 健康・安全への 
関心・意欲・態度 

イ 健康・安全についての 
思考・判断 

ウ 健康・安全についての 
知識・理解 

評
価
規
準 

生活行動・生活習慣と健康
について関心をもち、学習
活動に意欲的に取り組も
うとしている。 

生活行動・生活習慣と健康に
ついて、課題の解決を目指し
て、知識を活用した学習活動
などにより、科学的に考え、
判断し、それらを表している。 

生活行動・生活習慣と健康につい
て、基礎的な事項及びそれらと生
活とのかかわりを理解している。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

① 健康に関する資料を見
たり、自分たちの生活
を振り返ったりするな
どの学習活動に意欲的
に取り組もうとしてい
る。 

② 課題の解決に向けての
話合いや意見交換など
の学習活動に意欲的に
取り組もうとしてい
る。 

① 健康に関する資料等で調
べたことを基に課題や解
決の方法を見つけたり、
選んだりするなどして、
それらを説明している。 

② 学習したことを自分たち
の生活や事例などと比較
したり、関係を見つけた
りするなどして、筋道を
立ててそれらを説明して
いる。 

① 食生活と健康について理解し
たことを言ったり、書き出し
たりしている。 

② 運動と健康について理解した
ことを言ったり、書き出した
りしている。 

③ 休養及び睡眠と健康について
理解したことを言ったり、書
き出したりしている。 

④ 調和のとれた生活と健康につ
いて理解したことを言った
り、書き出したりしている。 

⑤ がんの発生要因とその予防に
ついて理解したことを言った
り、書き出したりしている。 

⑥ がん検診の大切さについて理
解したことを言ったり、書き
出したりしている。 
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７ 単元の指導と評価の計画【６時間扱い+２時間（特別活動・道徳）】 本時は〇印６／６時 

【保健体育（保健分野）】                       

時 学習のねらい・活動 関 思 知 評価方法 

１ 

  

食

生

活

と

健

康 

Ⅰ ねらい 

・健康に関する資料を見たり、自分たちの生活を振り返った

りするなどの学習活動に意欲的に取り組むことができる。 

・食生活と健康について理解したことを言ったり、書き出し

たりすることができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 健康を保持増進するための食生活について考える。 

２ 健康を保持増進するための食事や配慮すべきこと、運動

に応じたエネルギーの補給について説明を聞く。 

３ 自分の食生活について考える。 

４ 本時の学習を振り返り、ワークシートにまとめ、発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

〈関・意・態①〉 

（学習活動３） 

健康に関する資料

を見たり、自分た

ちの生活を振り返

ったりするなどの

学習活動に意欲的

に取り組もうとし

ている。【観察】 

 

 

〈知・理①〉 

（学習活動４） 

食生活と健康につ

いて理解したこと

を言ったり、書き

出したりしてい

る。 

【観察・ワークシート】 

２ 

 

運

動

と

健

康 

Ⅰ ねらい 

・学習したことを自分たちの生活や事例などと比較したり、

関係を見つけたりするなどして、筋道を立ててそれらを説

明することができる。 

・運動と健康について理解したことを言ったり、書き出した

りすることができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 運動不足が体に及ぼす影響について考える。 

２ 運動が心に及ぼす影響について考える。 

３ 運動の効果（身体面・精神面）と健康の保持増進のため

の適切な運動について説明を聞く。 

４ 自分の生活（運動量など）について考える。 

５ 本時の学習を振り返り、ワークシートにまとめ、発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

〈思・判②〉 

（学習活動４） 

学習したことを自

分たちの生活や事

例などと比較した

り、関係を見つけ

たりするなどし

て、筋道を立てて

それらを説明して

いる。 

【ワークシート】 

 

〈知・理②〉 

（学習活動５） 

運動と健康につい

て理解したことを

言ったり、書き出

したりしている。

【観察・ワークシート】 

指導すべき内容 

・健康な生活や疾病の予防には、毎日適切な時間に食

事をすることが必要であること。 

・年齢や運動量に応じて栄養素のバランスや食事の量

などに配慮することが必要であること。 

・運動によって消費されたエネルギーを食事によって

補給することが必要であること。 

指導すべき内容 

・運動には、身体の各器官の機能を刺激し、その発達
を促すとともに、気分転換が図られるなど、精神的
にもよい効果があること。 

・健康な生活や疾病の予防には、日常生活において適
切な運動を継続することが必要であること。 
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３ 

 

休

養

及

び

睡

眠

と

健

康  

Ⅰ ねらい 

・学習したことを自分たちの生活や事例などと比較したり、

関係を見つけたりするなどして、筋道を立ててそれらを説

明することができる。 

・休養及び睡眠と健康について理解したことを言ったり、書

き出したりすることができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 疲労が心身に及ぼす影響について考える。 

２ 心身の疲労を回復する方法について考える。 

３ 休養及び睡眠の効果ならびに健康の保持増進のための

適切な休養及び睡眠について説明を聞く。 

４ 自分の生活における休養や睡眠のとり方について考え

る。 

５ 本時の学習を振り返り、ワークシートにまとめ、発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

〈思・判②〉 

（学習活動４） 

学習したことを自

分たちの生活や事

例などと比較した

り、関係を見つけ

たりするなどし

て、筋道を立てて

それらを説明して

いる。 

【ワークシート】 

 

 

〈知・理③〉 

（学習活動５） 

休養及び睡眠と健

康について理解し

たことを言った

り、書き出したり

している。 

【観察・ワークシート】 

４ 

 

調

和

の

取

れ

た

生

活

と

生

活

習

慣

病 

Ⅰ ねらい 

・健康に関する資料等で調べたことを基に課題や解決の方法

を見つけたり、選んだりするなどして、それらを説明する

ことができる。 

・調和のとれた生活と健康について理解したことを言った

り、書き出したりすることができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 望ましい生活習慣について考える。 

２ 健康と生活習慣の関連、調和のとれた生活の必要性、生

活習慣の乱れによる生活習慣病など、生活習慣が健康に

及ぼす影響について説明を聞く。 

３ 今後、実践できる生活習慣の改善について考え、発表す

る。 

４ 本時の学習を振り返り、ワークシートにまとめ、発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

〈思・判①〉 

（学習活動３） 

健康に関する資料

等で調べたことを

基に課題や解決の

方法を見つけた

り、選んだりする

などして、それら

を説明している。

【ワークシート】 

 

〈知・理④〉 

（学習活動４） 

調和のとれた生活

と健康について理

解したことを言っ

たり、書き出した

りしている。 

【観察・ワークシート】 

 

 

 

指導すべき内容 

・長時間にわたる学習、運動、作業は、疲労やストレ

スをもたらし、心身の不調や病気を引き起こすこと。 

・健康な生活や疾病の予防には、休養及び睡眠によっ

て心身の疲労を回復することが必要であること。 

指導すべき内容 

・人間の健康は生活行動と深くかかわっており、健康

を保持増進するためには、年齢、生活環境等に応じ

た食事、適切な運動、休養及び睡眠の調和のとれた

生活を続けることが必要であること。 

・食生活の乱れ、運動不足、睡眠時間の減少などの不

適切な生活習慣は、やせや肥満などを引き起こした

り、生活習慣病を引き起こす要因となったりし、生

涯にわたる心身の健康に様々な影響があること。 
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５  

 

が

ん

の

発

生

要

因

と

予

防

① 

 

Ⅰ ねらい 

・健康に関する資料を見たり、自分たちの生活を振り返った

りするなどの学習活動に意欲的に取り組むことができる。 

・がんの発生要因とその予防について理解したことを言った

り、書き出したりすることができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ インターネットや書籍を用いて、がんの発生要因や予防

法について調べる。 

２ 調べた内容をワークシートにまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

 

 

 

 

〈関・意・態①〉 

（学習活動①） 

健康に関する資料

を見たり、自分た

ちの生活を振り返

ったりするなどの

学習活動に意欲的

に取り組もうとし

ている。【観察】 

〈知・理⑤〉 

（学習活動２） 

がんの発生要因と

その予防について

理解したことを言

ったり、書き出し

たりしている。 

【観察・ワークシート】 

６  

 

が

ん

の

発

生

要

因

と

予

防 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ ねらい 

・課題の解決にむけての話合いや意見交換などの学習活動に

意欲的に取り組むことができる。 

・がんの発生要因とその予防について理解したことを言った

り、書き出したりすることができる。 

・がん検診の大切さについて理解したことを言ったり、書き

出したりすることができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 前時までに学習した内容をもとに、選択式の問題を解

く。 

２ がんの要因について話を聞く。 

３ がんは「予防することができるのか」考え、グループで  

  意見交換を行う。 

４ がん検診の意義について話を聞く。 

５ がん検診の勧め方を考える。 

６ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

 

 

 

⑥ 

 

 

〈関・意・態②〉 

（学習活動３） 

課題の解決に向け

ての話合いや意見

交換などの学習活

動に意欲的に取り

組もうとしてい

る。【観察】 

〈知・理⑤〉 

（学習活動２） 

がんの発生要因と

その予防について

理解したことを言

ったり、書き出し

たりしている。 

〈知・理⑥〉 

（学習活動５） 

がん検診の大切さ

について理解した

ことを、言ったり

書き出したりして

いる。 

【観察・ワークシート】 

 

指導すべき内容 

・がんは異常な細胞であるがん細胞が増殖する疾病であ

り、その要因には不適切な生活習慣をはじめ様々なも

のがあること。 

・がんの予防には、生活習慣病の予防と同様に、適切な

生活習慣を身に付けることなどが有効であること。 

指導すべき内容 

・がんは異常な細胞であるがん細胞が増殖する疾病で

あり、その要因には不適切な生活習慣をはじめ様々

なものがあること。 

・がんの予防には、生活習慣病の予防と同様に、適切

な生活習慣を身に付けることなどが有効であるこ

と。 

・がんは健康診断やがん検診などで早期に異常を発見

できること。 
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事後指導 【特別活動（１１月）道徳（１月）】 

 学習のねらい・活動 留意点・評価 

 

 

特

別

活

動 

Ⅰ ねらい 

・がん患者や家族の思いや悩みに気づき、望ましい関わり方

について考え、理解することができるようにする。 

Ⅱ 学習活動 

１ 保健体育（保健分野）におけるがんに関する内容を復習  

 する。 

２ ゲストティーチャー（医療従事者）の話を聞く。 

３ ゲストティーチャー（医療従事者）の話をもとに、がん

患者への理解と共生について考える。 

４ 本時の振り返りをする。 

○身近にがん経験者がいる生徒

には事前に声がけをするとと

もに、授業中も観察し、十分配

慮する。 

○保健体育（保健分野）における

がんに関する事項を確認しな

がら、正しい知識が、がん患者

への正しい理解や関わり方に

つながることを伝える。 

 

 

８ 本時の学習と指導（６／６） 

（１）ねらい 

・課題の解決に向けての話合いや意見交換などの学習活動に意欲的に取り組むことができる。 

【関心・意欲・態度】 

・がんの発生要因とその予防についてについて理解したことを言ったり、書き出したりすること 

 ができる。                              【知識・理解】 

・がん検診の大切さについて理解したことを言ったり、書き出したりすることができる。 

 【知識・理解】 

（２）準備 

・ワークシート ・パソコン ・移動式スクリーン ・ホワイトボード ・掲示資料 

・ホワイトボード用ペン ・付箋紙  

（３）展開 

時間 学習内容・活動 指導上の留意点（○指導 ◆評価規準） 

 

導

入

５

分 

１ 前時までに学習した内容をもとに、

選択式の問題を解く。 

 

 

 

 

２ 本時の学習内容を知る。 

 

 

 

○事前までの学習の理解度を確認する。（Ｔ１） 

○がんの認識として間違えやすい、知らないであろ

う内容を問題にし、興味関心を引き出させるよう   

にする。 

○個人で回答を記入させる。 

〇生徒の反応を観察する。（Ｔ２） 

 

 

 

○本時の目的や学習内容、学習計画について理解さ

せる。 

 学習のねらい・活動 留意点・評価 

道 
徳 
 
和 
田 
真 
由 
美 
さ 
ん 
の 
手
記 

Ⅰ ねらい 

・人の命は有限であり、かけがえのないものであることを理

解し、生命を尊重する態度を育てる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 「骨髄性白血病」「ドナー」「治療」について知る 

２ 資料「和田真由美さんの手記」を読む。 

３ 病気を宣告された時の気持ち、治療中の心の変化につい

て考える。 

４ 病気を乗り越えた後、和田さんがどのように生きている

か学ぶ。 

５ 命について考えたことをまとめる。 

○身近にがん経験者がいる生

徒には事前に声がけをする

とともに、授業中も観察し、

十分配慮する。 

 

○人の命は有限であり、かけが

えのないものであることを

理解できたか。 

〇自分とのかかわりで、生命を

尊重することをとらえられ

たか。 

がんを正しく理解し、がんを予防するために、何ができるか考えよう。 
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展

開

Ⅰ 

 

25 

分 

３ がんの要因について話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ がんは「予防することができる」の

か、「予防することができない」のか

考える。 

①ワークシートに〇を付ける。 

 

②グループで話し合う。 

 

 ③がん予防に有効とされる生活習慣

についてグループで話し合い、ワー

クシートに書き出す。 

 

〇問題の答え合わせをしながら、パワーポイントの

画面をもとに説明を行う。（Ｔ２） 

○がんの要因について正しく理解させるととも

に、自分の身近な問題であることに気付かせる。 

〇がんの発生に生活習慣がかかわっていることに気

づかせる。 

 

 

 

 

 

 

〇前時の調べ学習の資料をもとに、グループ内で自

分の意見を発表させる。（Ｔ１） 

〇机間指導を行う。（Ｔ１・Ｔ２） 

○補足説明を行う。（Ｔ２） 

〇グループで話し合った内容をもとに、ワークシー

トを記入させる。（Ｔ１） 

〇補足説明を行う。（Ｔ２） 

◆がんの発生要因とその予防について理解したこと

を、言ったり書き出したりしている。 

【知識・理解】 

◆課題の解決に向けての話合いや意見交換などの学

習活動に意欲的に取り組もうとしている。 

【関心・意欲・態度】 

 

 

 

 

展

開

Ⅱ 

 

 

15 

分 

 

 

 

５ がん検診の意義について話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ がん検診の種類についてグループ

で話し合い、ワークシートに書き出

す。 

 

７ 未来の自分にがん検診の大切さを

どのように伝えるか考える。 

〇問題の答え合わせをしながら、パワーポイントの

画面をもとに説明を行う。（Ｔ２） 

〇がんは自覚症状の出にくい病気のため、早期に 

 発見するためには、がん検診を適切に受けること 

 が重要であることに気づかせる。 

 

 

 

 

 

〇グループで話し合い活動をさせ、ワークシートに 

 書き出させる。（Ｔ１） 

〇検診の種類について説明する（Ｔ２） 

 

〇実際には 6 割の人ががん検診を受けていない現状

を再確認させる。（Ｔ２） 

＜指導すべき内容＞ 

・がんは異常な細胞であるがん細胞が増殖する疾病であり、その要因には不適切な生活

習慣をはじめ様々なものがあること。 

＜指導すべき内容＞ 

・がんの予防には、生活習慣病の予防と同様に、適切な生活習慣を身に付けることなど

が有効であること。 

・がんは健康診断やがん検診などで早期に異常を発見できること。 

 

 

「努力を要すると判断される状況」（Ｃ）の生徒へ
の手立て（支援） 
話し合いに参加できない生徒には、調べ学習の資
料から発表内容を確認させる。 
 
「十分満足できると判断される状況」（A）の生徒
の具体的な姿 
自分の考えをまとめ、しっかりと発表できる。人
の考えも理解している。 
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展

開

Ⅱ 

 

 

15 

分 

 

 

① ワークシートに自分の意見を書く。 

 

 

② 各グループで発表し、話し合う。 

 

〇未来の自分にがん検診の大切さをどのように伝え

るか考えさせる。 

〇各自の意見をワークシートに書かせる。（Ｔ１） 

〇机間指導を行い、本時の学習内容をもとに話し合

いを行っているか確認する。 

〇キーワードになる言葉をワークシートに記入させ

る（Ｔ１） 

◆がん検診の大切さについて理解したことを、言っ

たり書き出したりしている。【知識・理解】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

末 

 

 

５ 

分 

８ 代表生徒がキーワードを発表する。 

 

 

９ 教師の話を聞く。 

 

〇代表の生徒にキーワードを発表させる。（Ｔ１） 

 

○本時のまとめを行い、がんを予防するための望ま

しい生活習慣と検診の必要性について再確認す

る。（Ｔ１） 

○ワークシートを回収し、まとめた内容についての

補足や指導の必要な生徒には、個別に指導する。                  

（Ｔ１・Ｔ２） 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がんを正しく理解し、がんを予防するために、何ができるか考えよう。 

 

「努力を要すると判断される状況」（Ｃ）の生徒
への手立て（支援） 
板書やワークシートを参考に本時の学習内容
を振り返りながら、記入させるようにする。 
 
「十分満足できると判断される状況」（A）の生
徒の具体的な姿 
がんを早期に発見するためにはがん検診を受
けることが有効であることをもとに言ったり、
書き出したりしている。 
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平成３０年度がん教育授業研究会（鶴ヶ島市立南中学校）アンケート結果 

【本日の授業研究会の内容について】 

「大変参考になった」「参考になった」 

＜理由＞ 

○授業内容について 

・１時間にもかかわらず、充実した内容でと 

 ても勉強になった。 

・調べ学習が効果的に生かされ、養護教諭の 

 説明も言葉が精選されていて、わかりや 

 すく参考になった。 

・知識の理解というベースをしっかり固めたうえでグループワークを行うことで、活発な話合いができていた。 

・生活習慣による予防と検診による早期発見というキーワードがはっきりしていて、最後もキーワードを発表す 

 るというおさえ方が参考になった。 

・話合いで、生徒が調べたことを基にして、自分の意見を伝えているのが素晴らしかった。 

・事後のゲストティーチャーの活用もどのように行われるのか気になる。 

・事前に調べたがんについてのレポートが参考になった。 

・生徒の活動が多くあり、すばらしい。将来へとつながっていく授業だったと思う。 

・「予防できる」「予防できない」を考えるところでは、目で見て予防できることが伝わり、わかりやすかった。 

・まとめのキーワードの中に、中学生でもがんを自分とは関係のないことととらえず、将来しっかり予防してい 

 くというような言葉が出ていた。 

・学習させる内容が多いので、調べ学習や授業、話合い活動などを組み合わせることでこのように効果的に進め 

 ていくことができるのだと感じた。 

・知識を確実に身に付けさせるという目的に合致していた。 

・配慮を要する生徒へのはじめの声掛けがとても重要だと感じた。 

・昨年度の内容とはまた違う構成であり、検診の大切さにポイントを当てていたのがよかった。 

・中学生という健康な生徒たちを相手に、がんという遠い存在をいかに身近に引き寄せるかということが重要だ 

 と感じた。 

・グループでの意見交換が印象に残り、未来の自分に対するメッセージを書く中で、さらに大切なキーワードを 

 選び出すことも有効であることを学ばせてもらった。 

・中学校で指導する内容がわかり、その前の小学校ではどの程度の事を扱うべきかを考えるヒントをいただけた。 

・間違った知識をもっている生徒もいるため、こうした授業で正しい知識を身に付け、がんで苦しむ人を少しで 

 も減らすことが大切だと感じた。 

・飲酒喫煙はハイリスクであり、望ましい生活習慣を送ることがよいことを、今までの保健の学習と結びつけて 

 考えられていた。 

・未来の自分に向けてがん検診の大切さについて伝える活動はがん教育の本質であると思う。 

・個人で考える時間、グループで意見交換する時間、全体で確認する時間があり、メリハリがあった。 

・今回の授業では、がんについて扱う内容やどこまで掘り下げていくかが精選されており、大変参考になった。 

・授業者のお二人の授業展開は歯切れがよく、テンポもよく、生徒にとってわかりやすい内容だった。また、余 

 計なことを省き、ポイントとなるキーワードをおさえていたので、記憶に残りやすい。 

・主体的、対話的で深い学びのためには生徒の声を聴き、その声を拾い、つなぐことが学びになると思う。 

・ねらいがしっかりとしており、まとめの段階で本時のねらいを確認していた。 

・人に教えることが記憶に残ることなので、本時でも友達に説明する活動があり、とてもよかった。 

 

○ＴＴについて 

・忍田先生が生徒の様子を観察しながら進行し、髙沢先生がグラフなどで根拠を示しながら説明されていたので、 

 説得力のある内容だと思った。Ｔ１、Ｔ２の役割分担がよく行われていた。 

・養護教諭が落ち着いて授業をされていたので同じ立場として、とても素晴らしいと思った。 

・自分の授業でも養護教諭と連携していけたらいいと思った。 

・養護教諭が専門的な説明をすることにより、考えるとき、聞くとき、と授業にメリハリが出ていた。 
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・養護教諭が専門的な立場から話をすることで、説得力が生まれ、生徒の安心感へとつながると思った。 

・養護教諭は授業に参加するだけでなく、がんに関する資料を集めたり、スライドの作成などを行ったりもでき 

 ると思った。 

・事後指導として、特別活動でも扱う計画になっていて、知識のみに終わらずに学ぶ計画が素晴らしいと思った。 

 

○生徒について 

・これだけの参会者の中で、生徒は緊張しながらも積極的に取り組む姿勢が見られたのは、先生の普段の御指導 

 と生徒との良好な関係があるからだと思う。 

・ねらいに沿ってよく考えていた。早期発見、検診の大切さを理解していた。 

・グループの中で小さな声ではあるが、意見を重ねていた。 

・事前のそれぞれが調べたがんについての調べ学習の内容が深くて驚いた。 

 

○教材・教具について 

・説明に使っていたスライドやワークシートはとても参考になった。 

・市で行われているがん検診の案内やパンフレットを提示すると説得力が増すと思った。 

・スライド資料がわかりやすかった。 

・小テストの確認もできていてよかった。 

・選択問題を活用することで、生徒が考えながら楽しく授業を行うことができていた。 

・教員の板書時間を短縮することで、生徒の活動時間を確保できていたので、内容がとても濃かった。スライド 

 で使った内容をホワイトボードに貼ることで後からも確認できるので、とてもよかった。 

・最初に出したクイズの答え合わせをする形で説明していたのが分かりやすかった。 

 

○ワークシートについて 

・設問の順序が非常によく組み立てられていたため、スムーズな流れの中でがん教育への理解が深まっていた。 

 

○研究協議について 

・他校の実践を知ることができて良かった。 

 

【がんに関する授業を実施するにあたっての課題】 

・学校全体の共通理解、体育科教員と養護教諭の連携・共通理解 

・差別や偏見などへの対応を含めた他教科との関連と総合的な指導 

・授業時数の確保 

・生徒への配慮（小児がんを患っている児童、がんで治療中の保護者がいる場合、身近な人ががんで亡くなって 

 いる場合等） 

・生徒にがんが身近な問題であると認識させること、自分の事として考えていけるようにすること 

・ゲストティーチャーの活用、打合せ 

・予防を心掛けているにもかかわらず原因不明でがんにかかってしまうことがあることを伝える必要があると感 

 じた。（がんになってしまった人が予防をしていなかったようになってしまうことのないようにしたい） 

・自分の事としてとらえること 

・常に最新の情報を入手すること 

・小・中・高等学校の連携 

・がんやがん教育についての知識の不足（教員自身） 

・保護者からの理解と協力 

・重点をどこに置いて指導するか 

・がん教育についての出張が養護教諭に回ってくることが多いが、やはり体育科の意識改革が重要だと思うので、 

 体育科の教員にぜひ参加してもらいたい。 

・年間指導計画への位置づけ（教育課程への位置づけ） 

・教科等横断的に取り組んでいくこと 

・指導内容の精選 

・特別支援学校では疾病を患っている生徒が多く、授業の際には相応の配慮が必要 
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Ⅲ 平成３０年度埼玉県がん教育授業研究会  

 ３ 県立飯能高等学校 

文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 

平成３０年度埼玉県「がん教育」授業研究会（高等学校）実施要項  

１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 

この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心を持ち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 

そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 
２ 主  催  埼玉県教育委員会 

 

３ 期  日  平成３０年１１月２７日（火） 

 

４ 会  場  県立飯能高等学校  飯能市本町１７－１３  

        ＊駐車場がありません。公共交通機関で来校願います。 
       （西武線 飯能駅下車 徒歩１２分） 
       （ＪＲ川越線 東飯能駅下車 徒歩１５分） 

 

５ 参加対象者 高等学校・特別支援学校教職員（保健体育科、養護教諭、保健主事等） 

       

６ 日  程  

（１）受  付 １３時００分～       （ HR棟入口 ） 

（２）公開授業 １３時３５分～１４時２５分 （ 視聴覚室 ） 

（３）全 体 会 １４時４０分～１５時００分 （ 会議室  ）  

（４）研究協議 １５時００分～１６時３０分 （ 会議室  ）  

 

７ 公開授業 

学年 授業者 単元名 

２年 梅田 直希 教諭 

保健体育（科目保健） 

（２）「生涯を通じる健康」 

   イ 保健・医療制度及び地域の保健・医療機関 

 

８ 指導者及び役員 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    課    長   伊藤 治也 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    主席指導主事   駒崎 弘匡 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    指 導 主 事   馬場久美子 

 

埼玉県がん教育授業検討委員会委員 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准 教 授   七木田文彦 
  埼玉医科大学総合医療センター      准 教 授   儀賀 理暁 

  県 立 川 口 北 高 等 学 校      教     諭   平賀 誠司 

  県 立 杉 戸 農 業 高 等 学 校      養 護 教 諭   米本 真弓 
  県立けやき特別支援学 校      養 護 教 諭   川端 奏子 
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保健体育科 （科目保健） 学習指導案 

平成３０年１１月２７日（火）第５校時 社会科教室 

第２学年１組 男子１４名 女子２４名 

指導者 教諭 梅田 直希 

 

1 単元名 「（２）生涯を通じる健康」 イ 保健・医療制度及び地域の保健・医療機関  

      （イ）地域の保健・医療機関の活用 

 

2 単元について 

 本単元では、生涯の各段階において健康についての課題があり、自らこれに適切に対応する必要が

あること及び我が国の保健・医療制度や機関を適切に活用することが重要であることについて理解で

きるようにすることが目標である。また、「イ 保健。医療制度及び地域の保健・医療機関」では、以

下の学習内容を生徒に理解させる。 

 ①生涯を通じて健康の保持増進をするには、保健・医療制度や地域の保健所、保健センター、医療  

  機関などを適切に活用することが重要であること。 

 ②医薬品は、有効性や安全性が審査されており、販売には制限があること。 

 ③疾病からの回復や悪化の防止には、医薬品を正しく使用することが有効であること。 

 

3 生徒の実態 

 明るく素直な生徒が多く、授業に落ち着いて取り組むことが出来る。ICT を用いた授業では、映像

や画像などが映し出されるため興味・関心をもち、学習している。その反面、学習意欲の乏しい生徒

もおり、苦手意識の克服や授業内で生徒に主体的な学びを促していくことが課題と言える。医療制度

に関するニュースや保健に関する情報に触れる機会はほとんど無く、本単元においても支援を要する

生徒が複数いることが考えられる。 

 がんについての既有知識はほとんど無いものの親族でがんを罹患した生徒は複数見られる。このこ

とから、授業内で学ぶ事だけでなく、そういった生徒への精神的ケアを要することも予想される。 

 

4 教師の指導観 

 近年、都市化、少子高齢化、情報化、国際化などにより社会環境や我々の生活環境は大きく変化し

た。それに伴い、多くの課題が顕在化する中で、生涯のうち国民の二人に一人がかかると推測される

がんは重要な課題である。がん教育の目標である、『がんについて正しく理解することができるように

する』『健康と命の大切さについて主体的に考える事ができるようにする』を達成するため、以下の 4

点を挙げる。 

 

Ⅰ：指導内容の明確化 

 がん教育で掲げられている具体的な内容の中から、『がんとは（がんの要因等）』『がんの早期発見・

がん検診』『がんの治療法』を取り上げる。具体的な統計データ、県内のがん診療連携拠点病院等を取

り上げ、がんに罹患した際に取るべき行動を考えさせる。 

 

Ⅱ：教材の工夫 

 ICT 機器を活用し生徒が授業の中で学ぶべき点と学んでいる内容を提示する。また、「がん教育推進

のための教材 指導参考資料」中学生・高校生版を取り入れていく。 

 

Ⅲ：学習内容を主体的に取り組ませるための活動 

 習得した知識を発言・記述したりする機会を適宜設けていく。その際に、個人での活動ではなくグ

ループで取り組ませ、他の生徒の発言や考えを聞く時間も作る。資料を配付し、その資料から読み取

れることをディスカッションする時間を設けることで、生徒が主体的に学べるようにする。 

 

Ⅳ：身近にがん経験者がいる生徒への配慮 

 事前アンケートや担任等への聞き取り等から、生徒の身近にがん経験者がいる場合には、養護教諭

との連携を図りアフターケアを行う。授業後に精神的不安が見られる場合や、不調を訴える生徒がい

た場合には養護教諭やスクールウンセラーを含めたケアをしていく。 
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5 単元目標 
（１）健康課題への自らの適切な対応及び我が国の保健・医療制度や機関の適切な活用が重要である  
  ことに関心をもち、学習活動に意欲的に取り組むことができるようにする。【関心・意欲・態度】 
（２）生涯の各段階における健康課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、総合 
  的に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。          【思考・判断】 
（３）生涯の各段階における健康課題の解決に役立つ自らの適切な対応及び我が国の保健・医療制度 
  や機関の適切な活用のための基礎的な事項を理解できるようにする。      【知識・理解】 
 
6 単元の指導計画と評価計画 
（1）単元の観点別評価規準 

 関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 

評
価
規
準 

健康課題への自らの適切
な対応及び我が国の保
健・医療制度や機関の適
切な活用が重要であるこ
とに関心をもち、学習活
動に意欲的に取り組もう
としている。 

生涯の各段階における健
康課題の解決を目指し
て、知識を活用した学習
活動などにより、総合的
に考え、判断し、それら
を表している。 

生涯の各段階における健康課題の解
決に役立つ自らの適切な対応及び我
が国の保健・医療制度や機関の適切
な活用のための基礎的な事項を理解
している。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

①我が国の保健・医療制
度について、関連する
資料を探したり、読ん
だりするなどの学習活
動に意欲的に取り組も
うとしている。 

②地域の保健・医療機関
の活用について、課題
の解決に向けての話合
いや意見交換などの学
習活動に意欲的に取り
組もうとしている。 

①我が国の保健・医療制
度について、資料等で
調べた事を基に、課題
を自ら見つけたり、解
決の方法を整理したり
するなどして、それら
を説明している。 

②地域の保健・医療機関
の活用について、学習
したことを、個人及び
社会生活と比較した
り、分析したり、計画
を立てたりするなどし
ている。また、筋道を
立ててそれらを説明し
ている。 

①がんの種類や原因、予防、治療法
などについて理解したことを発言
したり、記述したりしている。 

②がんの予防と回復には、個人の取
組とともに、社会的な対策が必要
であることついて、理解したこと
を発言したり、記述したりしてい
る。 

③生涯を通じて健康を保持増進する
には、保健・医療制度や地域の保
健所、保健センター、医療機関な
どを適切に活用することが重要で
あることについて理解したことに
ついて発言したり、記述したりし
ている。 

④医薬品は、有効性や安全性が審査
されており、販売には制限がある
ことについて理解したことを発言
したり、記述したりしている。 

⑤疾病からの回復や悪化の防止に
は、医薬品を正しく使用すること
が有効であることについて、理解
したことを発言したり、記述した
りしている。 

（2）単元の指導と評価の計画  本時は〇印３／６時 

時 学習のねらい・活動 関 思 知 評価方法 

１ 

我
が
国
の
保
健
・
医
療
制
度Ⅰ

 

Ⅰねらい 
・我が国の保健・医療制度について、関連する資料を
探したり、読んだりするなどの学習活動に意欲的に
取り組むことができる。 

・我が国の保健・医療制度について、資料等で調べた
事を基に、課題を自ら見つけたり、解決の方法を整
理したりするなどして、それらを説明することがで
きる。 

Ⅱ学習活動 
１ 健康を保持増進のための制度を理解する。 
２ 保健に関する活動、保健サービスについて理解する。 
３ 自分の身近で行われている保健活動や保健サービ  
 スについて話合い、考える。 
４ 保健制度やサービスについて発表しまとめる。 
【指導すべき内容】 
・我が国には、人々の健康を守るための保健・医療制
度が存在し、行政及びその他の機関などから保健に
関する情報、医療の供給、医療費の保障も含めた保
健・医療サービスなどが提供されていること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 

 〈関・意・態①〉 
（学習活動２） 

我が国の保健・医療制
度について、関連する
資料を探したり、読ん
だりするなどの学習活
動に意欲的に取り組も
うとしている状況につ
いてとらえる。【観察】 

〈思・判①〉 
（学習活動４） 

我が国の保健・医療制
度について、資料等で
調べた事を基に、課題
を自ら見つけたり、解
決の方法を整理したり
するなどして、それら
を説明している。      
  【ワークシート】 
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２
我
が
国
の
保
健
・
医
療
制
度Ⅱ

 

Ⅰねらい 

・がんの種類や原因、予防、治療法などについて理解

したことを発言したり、記述したりすることができ

る。 

Ⅱ学習活動 

１ ｢がん｣とはどんなものかを知る。 

２ がんについての基礎的な知識を学ぶ。 

（日本での現状・種類・治療・予防・検診など） 

３ がんの緩和ケアについて理解する。 

４ 映像教材を視聴し、１５年後に自分ができる予

防・検診を考えてみる。 

【指導すべき内容】 

・がんのリスクを軽減し予防するには、適切な運動、

食事、休養及び睡眠など、調和の取れた健康的な生

活を続けることが必要であること、定期的な健康診

断やがん検診などを受診すること 

・がんは、様々な種類があり、生活習慣のみならず細

菌やウイルスの感染などの原因もあること 

・がんの回復においては、手術療法、化学療法、放射

線療法などの治療法があること、患者や周囲の人々

の生活の質を保つことや緩和ケアが重要であること 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈知・理①〉 

（学習活動４） 

がんの種類や原因、予

防、治療法などについ

て理解したことを発言

したり、記述したりし

ている。 

【観察・ワークシート】 

３ 

我
が
国
の
保
健
・
医
療
制
度Ⅲ

 

Ⅰねらい 

・地域の保健・医療機関の活用について、課題の解決

に向けての話合いや意見交換などの学習活動に意欲

的に取り組むことができる。 

・がんの予防と回復には、個人の取組とともに、社会

的な対策が必要であることついて、理解したことを

発言したり、記述したりすることができる。 

Ⅱ学習活動 

１ ｢がん｣に罹患することを前提に、どんな出会いを

望むかを理由も含めて考える。（ステージ０～ステー

ジ４まで） 

２ 前時の復習（治療・予防・検診など）をする。 

３ 日本の検診の現状や費用、種類などを提示し、各

がんの生存率を理解する。 

４ 学習活動１について再度考える。（がんとどんな出

会いをしそうか？も含めて） 

５ 自分や身の回りの人が、がんと良い出会いをする

ためにどんな行動を勧めるか。 

【指導すべき内容】 

・がんのリスクを軽減し予防するには、定期的な健康

診断やがん検診などを受診すること 

・がんの予防と回復には、個人の取組とともに、がん

検診の普及、正しい情報の発信など社会的な対策が

必要であること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

〈関・意・態②〉 

（学習活動３） 

地域の保健・医療機関

の活用について、課題

の解決に向けての話合

いや意見交換などの学

習活動に意欲的に取り

組もうとしている。 

      【観察】 

 

〈知・理②〉 

（学習活動４） 

がんの予防と回復に

は、個人の取組ととも

に、社会的な対策が必

要であることついて、

理解したことを発言し

たり、記述したりして

いる。 

【観察・ワークシート】 
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４ 

我
が
国
の
保
健
・
医
療
制
度Ⅳ

 

Ⅰねらい 
・地域の保健・医療機関の活用について、学習したこ
とを、個人及び社会生活と比較したり、分析した
り、計画を立てたりすることができる。また、筋道
を立ててそれらを説明することがきる。 

・生涯を通じて健康を保持増進するには、保健・医療
制度や地域の保健所、保健センター、医療機関など
を適切に活用することが重要であることについて理
解したことについて発言したり、記述したりしてい
る。 

Ⅱ学習活動 
１ 医療サービスの活用について話合い、考える。 
２ 自身が医療機関を選択する際の基準や理由につい 
 て話合い、考える。 
３ 医療サービスを受ける際に、患者の権利について 
 理解する。 
４ 自身が医療サービスを受ける際に理想とするサー 
 ビスについて話合い、考える 
【指導すべき内容】 
・生涯を通じて健康を保持増進するには、検診などを
通して自己の健康上の課題を的確に把握し、地域の
保健所、保健センター、病院や診療所などの医療機
関及び保健・医療サービスなどを適切に活用してい
くことなどが必要であること 

                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 

〈思・判②〉 
（学習活動２） 

地域の保健・医療機関
の活用について、学習
したことを、個人及び
社会生活と比較した
り、分析したり、計画
を立てたりするなどし
ている。また、筋道を
立ててそれらを説明し
ている。  【観察】 

〈知・理③〉 
（学習活動４） 

生涯を通じて健康を保
持増進するには、保
健・医療制度や地域の
保健所、保健センタ
ー、医療機関などを適
切に活用することが重
要であることについて
理解したことについて
発言したり、記述した
りしている。 
  【ワークシート】 

５ 

地
域
の
保
健
・
医
療
機
関
の
活
用Ⅰ

 

Ⅰねらい 

・医薬品の販売には様々な審査があり、販売には制限
があることについて理解したことを発言したり、記
述したりすることができる。 

Ⅱ学習活動 

１ 医療用医薬品と一般用医薬品について理解してま 

 とめる。 

２ 医薬品の承認制度について理解してまとめる。 

３ 医薬品の販売には規制があることを理解する。 

【指導すべき内容】 

・医薬品には、医療用医薬品と一般用医薬品があるこ 

 と 

・医薬品は、承認制度により有効性や安全性が審査さ
れていること 

・医薬品の販売には規制があること 

    

 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

 

 

〈知・理④〉 

（学習活動３） 

医薬品は、有効性や安
全性が審査されてお
り、販売には制限があ
ることについて理解し
たことを発言したり、
記述したりしている。   

  【ワークシート】 

６ 

地
域
の
保
健
・
医
療
機
関
の
活
用Ⅱ

 

Ⅰねらい 

・疾病からの回復や悪化の防止には、医薬品を正しく
使用することが有効であることについて、理解した
ことを発言したり、記述したりすることができる。 

Ⅱ学習活動 

１ 疾病からの回復や悪化の防止には、医薬品を正し 

 く使う必要があることを理解する。 

２ 医薬品には主作用と副作用があることを理解する。 

３ 自身が知る副作用について考え、話合う。 

【指導すべき内容】 

・疾病からの回復や悪化の防止には、個々の医薬品の
特性を理解した上で使用法に関する注意を守り、 正
しく使うことが必要であること 

・副作用については予期できるものと、予期すること
が困難なものがあること。 

   

 

 

 

 

⑤ 

 

 

 

 

〈知・理⑤〉 

（学習活動１） 

疾病からの回復や悪化
の防止には、医薬品を
正しく使用することが
有効であることについ
て、理解したことを発
言したり、記述したり
している。 

【観察・ワークシート】 
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7 本時の内容と指導（３／６） 

（１）ねらい 

・地域の保健・医療機関の活用について、課題の解決に向けての話合いや意見交換などの学習活動に

意欲的に取り組むことができる。                   【関心・意欲・態度】 

・がんの予防と回復には、個人の取組とともに、社会的な対策が必要であることついて、理解したこ

とを発言したり、記述したりすることができる。               【知識・理解】 

（２）資料及び準備するもの 

スクリーン、プロジェクター、ノートパソコン、ワークシート、資料 

（３）展開 

時

間 
学習の内容・活動 指導上の留意点（○指導 ◆評価規準） 

導

入 

１

０

分 

１ 本時のテーマを知る。 

 

 

 

２ ｢がん｣に罹患することを前提に、

どんな出会いを望むかを理由も含め

て考える。（ステージ０～ステージ４

まで） 

※がんのステージについてはスライド

で簡単に解説をする。 

 

３ 前時の復習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○スライドで本時のテーマを明示し、生徒に確認さ  

 せる。 

 

 

○全員にワークシートを配布し、自身が望むがんと

の出会いを記入させる。 

○机間巡視を行い、記入に悩む生徒の支援を行う。 

 

 

 

 

○スライドを用いて、前時の復習を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

３

０

分 

４ 日本の検診の現状や費用、種類な

どを提示し、各がんの生存率を理解

する。 

 

 

○資料を配付するともに、スライドを使いながら説

明していく。 

○ワークシートを使いながら各項目を確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ：がんとの出会い 
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展

開 

３

０

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 将来自分はがんとどんな出会いを

望むか（出会いをしそうか？）を理

由も含めて考える。（ステージ０～ス

テージ４まで） 

※複数のグループを作り、他の生徒の

意見も聞きながらまとめていく。そ

の際に、検診等にかかる費用、検診

等の受診率などの資料を配付してお

く。 

（予想される回答） 

授業導入時 → 授業後半 

①全く変化無し。 

②ステージ０or１ → ステージ２or３ 

 

①については、その理由が分かるよう

に記入を促す。｢検診などの費用はかか

るが、自分の健康のために受診しステ

ージ１などで出会いたい｣など 

②についても同様に理由を明確にさ

せ、その変化に気付かせる。｢生存率の

高いステージ１などで出会いたいが、

お金の関係や自分の性格などでステー

ジ３くらいで出会いそう。｣ 

 

◆地域の保健・医療機関の活用について、課題の解 

 決に向けての話合いや意見交換などの学習活動に 

 意欲的に取り組もうとしている。 

             【関心・意欲・態度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の授業を経て、自身の考えの変化を記入させ 

 る。 

○個人で考えるのではなく、他の生徒との対話をす

るように促していく。 

○がんに関する各データをまとめた資料を配布し、

机間巡視しながら学習の援助を行う。 

◆がんの予防と回復には、個人の取組とともに、社

会的な対策が必要であることついて、理解したこ

とを発言したり、記述したりしている。 

                【知識・理解】 

ま

と

め 

１

０

分 

６ 自分の身の回りの人が、がんと良

い出会いをするためにどんな言葉を

かけてあげるか、またそのための新

しい仕組みや取組を考える。 

 

７ がんの社会的対策についてまとめ 

 る。 

○記入用紙を先程のグループに１枚配布して、考え

をまとめさせる。 

○がんの社会的対策についてスライドで説明し理解 

 させる。 

 

○スライドの内容をノートにまとめさせる。 

 

【指導すべき内容】 

・がんのリスクを軽減し予防するには、定期的な
健康診断やがん検診などを受診すること 

・がんの予防と回復には、個人の取組とともに、が
ん検診の普及、正しい情報の発信など社会的な対
策が必要であること 

「努力を要すると判断される状況」（Ｃ）の生徒への手立て（支援） 
話し合いに参加できない生徒には、資料やワークシ
ートを見ながら発表内容を確認させる。 
 
「十分満足できると判断される状況」（A）の生徒の
具体的な姿 
自分の考えをまとめ、しっかりと発表できる。人の
考えも理解している。 

「努力を要すると判断される状況」（Ｃ）の生徒への手立て（支援） 
前時や本時の資料やワークシートを確認し、理由を
考えさせながら記入させる 
 
「十分満足できると判断される状況」（A）の生徒の
具体的な姿 
前時や本時で学習したことをもとに、自分の考えを
まとめ、発言したり記述したりしている。 
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平成３０年度がん教育授業研究会（飯能高等学校）アンケート結果 

 
【本日の授業研究会の内容について】 

「大変参考になった」「参考になった」 

＜理由＞ 

○授業内容について 

・情報量が多く、生徒理解も図れていて、発言が多い

と感じた。 

・自分自身もがんについて改めて考えさせられた。 

・「がん」についての知識をしっかりもっていなけれ  

 ば指導することは難しいことを改めて感じた。 

・がんについて学習をするうえで、検診や治療等を 

 しっかりと学ばせるためには、生徒により実感をもたせることが一番だと思う。 

・実際に「がん」が身近にある生徒でないといくら指導をしてもほとんどの生徒は忘れてしまう。高校生の段階 

 では、「がん」についての知識、健康や命について考える一つのきっかけにしかならにため、いかに関心をもた 

 せるかが重要ではないかと思う。 

・基本的な知識がある中で行われていたので、発展させながら授業が進められているように感じた。 

・がんの授業を通し、「人とのつながり」や「お金の大切さ」も学ばせたいと思った。 

・がんについて教えるということで、梅田先生がたくさん勉強をされていることが分かった。その中で、「今回調 

 べて分かったんだ」「君は知っていたか？私も知らなかった」という言葉が度々あり、生徒と主に学んでいくと 

 いう姿勢・対話が大変参考になった。 

・保健・医療制度の範囲は生徒が興味をもちづらいところだが、梅田先生の導入で、生徒の心をつかみ、グルー 

 プワークにもかかわらず、先生が説明する際には、前を向いている生徒が多く見られた。 

・がんのステージ０～４からがん検診へのつながりが参考になった。 

・導入のステージの説明が知らない生徒にとっても分かりやすかった。 

・がんの実態に加えて、今後のがんに対する考え方や、どのように向き合っていくかというところまで最後に触 

 れていたので、理解がより深まる内容であり、参考になった。 

・テーマが興味を引くものであった。 

・先生の生徒との関わり方が絶妙で参考になった。 

・生徒が授業に入りやすい言葉のかけ方を参考にしたい。 

・生徒の身近なことに触れながら授業を進めることで、自分にも関係することであることを実感させることがで 

 きていると思った。 

・がんについて適切な情報提供や二次予防についての勉強が必要だと感じた。保健の授業展開の参考にしたい。 

・「お金」や「時間」をキーワードにして資料を読ませたり、知識を知識として終わらせたいように実践的な話を 

 されたりしていて参考になった。 

・授業全体がテンポよく生徒を飽きさせない展開だった。 

・生徒にとってなかなか身近にとらえることが難しく、教師自身にとっても掘り下げづらい内容だが、今回の授 

 業は、生徒にとってわかりやすい内容であったので、とても勉強になった。 

・教える内容が多いが、スライドや資料が工夫されていてわかりやすい授業だった。 

・がん検診の受診率の低さを数値で示して子供たちの関心を引き出し、子供たちが意欲的に活動していた。 

・がんという病気を生徒たちが身近に感じることは難しいと思っていたが、教師自身ががんをどう考え、どう伝 

 えるかで、生徒への響き方が変化すると感じた。 

・授業を見させていただいて、学校全体で取り組む必要性を感じた。 

・スライド資料で視覚的に伝える工夫や、生徒同士のコミュニケーションなど生徒のレベルに合った授業で参 

 考にしたいと思った。 

・がんになった前提で子供たちに考えさせているところが新鮮で参考になった。 

・将来仕事をしているときにがんになる可能性があることや、社会で行われているサービス等に触れることで、 

 少し先の将来につなげてより自分の事としてとらえられる気がした。 

・10年後20年後にふと振り返ることのできる授業だと感じた。 
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・最後に一次予防、二次予防についても触れていて、授業のつながりが見えた。 

・大切な人へどんな言葉をかけるかという場面で、大切な人を結婚している前提で言葉をかけている生徒を見て、 

 生徒はいろいろ考えているのだなと思った。 

 

○生徒について 

・積極的で、健康と命の大切さを主体的に学ぶ授業であった。 

・話合いが活発で、それぞれが自分なりの言葉で表現していた。 

・資料を見て、自分から意見を言おうとする努力が見られた。 

・生き生きとありのままに授業を受けていた。 

 

○教材・教具について 

・今回の授業では、自分の住む地域での取組を知る手段として、スライド資料やリーフレットを使っていて工 

 夫されていた。 

・今回のように、教科書の内容だけではなく、自分で調べた情報や集めた資料等を授業の中で扱えたらいい。 

・資料を袋に入れて管理する方法は、配布がスムーズであり、生徒にとっても便利だと思った。 

・十分な情報量があり、生徒が活動しやすかった。 

・ICTを用いて非常にテンポよく授業が展開されていた。 

・資料が素晴らしかった。がんに限らず、保健の授業で自分が授業をするときに毎回このレベルで資料を作成で 

 きるかというと難しい。 

・ICTの使用や資料の工夫等、大変参考になった。 

・細かい情報まで、情報収集していた。 

・実際のパンフレットを使っているのが良かった。 

 

○研究協議について 

・養護教諭や医療関係者と話ができ、新しい気付きがあった。 

・がんというものをどのように教えていくか、考えさせるかについて知ることができた。 

・高等学校の実態や、がんに関する指導を充実させることの難しさについて知ることができた。 

・様々な視点で話し合いができた。 

 

【がんに関する授業を実施するにあたっての課題】 

・生徒が身近に感じられるような事例や資料など、最新情報を提供すべきだと思う。 

・全教職員ががん教育について関心をもてるよう啓発すべきだと思う。 

・新しく、正しい情報を生徒に伝えることの難しさがある。教科書や付属の資料だけでは限界があるので、教え 

 る内容に差が出ないような取組が必要 

・担当教員によって内容に差が出てしまうこと（評価についても） 

・他教員との授業の進みをそろえること 

・生徒への配慮（小児がんを患っている児童、身近な人ががんで亡くなっている場合、身近な人がり患している 

 場合等） 

・教員同士の連携 

・生徒にがんが身近な問題であると認識させること、自分の事として考えていけるようにすること 

・始まったばかりの教育なので、がんを材料に、医療保険制度、検診制度、医薬品の扱い、情報を取り入れるこ 

 との有益性、健康のありがたさ、大切な人の存在などが学べればいいと思う。 

・がんについての知識がある生徒とない生徒がいる中で、どこまで指導して何を理解させるかを明確にすること 

・授業時数の確保 

・高校生の関心・意欲・興味を引き出すような資料や内容の工夫 

・スクールカウンセラー、養護教諭との連携 

・教員自身の理解や知識の不足 

・生徒にとってがんは、遠い未来の存在であり不治の病という認識があること 

・主体的・対話的で深い学び 

・その場だけで終わらない今後につながる指導 
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Ⅳ 平成３０年度埼玉県がん教育推進連絡協議会について 

平成３０年度埼玉県「がん教育推進連絡協議会」設置要綱 

（設置） 

第１条 学校におけるがん教育の充実を図るため、「がん教育推進連絡協議会」（以下「協

議会」という。）を設置する。 

 

（事業） 

第２条 協議会は、次の各号に掲げる事業を所掌する。   

（1）がん教育総合支援事業を推進するための支援体制の協議、検討 

（2）がん教育総合支援事業を推進するために係るその他の取組 

  

（組織） 

第３条 協議会は、別表に掲げる委員をもって構成する。 

２ 協議会に委員長を置き、埼玉県教育局県立学校部保健体育課長をもって充てる。 

３ 協議会に副委員長を置き、委員の中から互選する。 

 

（運営） 

第４条 委員長は、協議会を総括する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

   

（任期） 

第５条 委員の任期は、平成３１年２月２８日までとする。 

 

（会議） 

第６条 委員長は、協議会を招集し、議長を務めるものとする。 

２ 委員長が必要と認めるときは、別表に掲げる者以外の県及び市町村等、関係機関の職

員の出席を要請することができる。 

 

（事務局） 

第７条 協議会は、会務を処理するために、事務局を埼玉県教育局県立学校部保健体育課

内に置く。 

 

（経費） 

第８条 協議会の経費は文部科学省から交付される委託経費をもって充てる。 

 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定めるものとする。 

 

附 則 

 この要綱は、平成３０年６月４日から施行する。 ※国との契約の日とする。 
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別 表（第３条関係） 委員 

 

学識経験者 

医師 

がん経験者 

疾病対策課副課長 

校長 

教諭 

養護教諭 

市町村教育委員会指導主事 

保健体育課長 

保健体育課主席指導主事 
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２ 平成３０年度がん教育推進連絡協議会委員名簿 
  推薦団体・推薦関係課・教育委員会 氏  名 職 名 所   属 

1 埼玉大学 七木田文彦 准教授 埼玉大学教育学部 

2 一般社団法人 埼玉県医師会 丸木 雄一 医師 埼玉精神神経センター 

3 がん専門医 儀賀 理暁 准教授 埼玉医科大学総合医療センター 

4 がん経験者 近藤 明美 社会保険労務士 近藤社会保険労務士事務所 

5 埼玉県小学校校長会 飯塚 義浩 校長 春日部市立粕壁小学校 

6 埼玉県中学校長会 竹之下 司 校長 嵐山町立玉ノ岡中学校 

7 埼玉県高等学校長協会 梶尾 勝則 校長 県立草加高等学校 

8 埼玉県小学校体育連盟 堀  祐介 教諭 鴻巣市立鴻巣南小学校 

9 埼玉県中学校体育連盟  佐野 秀行 教諭 川口市立在家中学校 

10 埼玉県高等学校保健体育研究会 梅田 直希 教諭 県立飯能高等学校 

11 埼玉県養護教諭会 野上 弘恵 養護教諭 春日部市立豊春小学校 

12 埼玉県養護教諭会 永島 志乃 養護教諭 久喜市立菖蒲中学校 

13 埼玉県養護教諭会 米本 真弓 養護教諭 県立杉戸農業高等学校 

14 埼玉県養護教諭会 川端 奏子 養護教諭 県立けやき特別支援学校 

15 授業検討会代表（小学校） 渡辺 充範   指導主事 久喜市教育委員会指導課 

16 授業検討会代表（中学校） 安達 隆元 指導主事 鶴ヶ島市立教育センター 

17 授業検討会代表（高等学校） 平賀 誠司 教諭 県立川口北高等学校 

18 県保健医療部疾病対策課 手塚 明正 副課長 県保健医療部疾病対策課 

19 県立学校部保健体育課 伊藤 治也 課長 県教育局県立学校部保健体育課 

20 県立学校部保健体育課 駒崎 弘匡 主席指導主事 県教育局県立学校部保健体育課 

 
３ 平成３０年度がん教育授業検討委員名簿 
○小学校、中学校、高等学校において、がん教育を具体的に展開するための内容等を検討する。 
   氏  名 職 名 所   属 

1 埼玉大学 七木田文彦 准教授 埼玉大学教育学部 

2 がん専門医 儀賀 理暁 准教授 埼玉医科大学総合医療センター 

3 埼玉県小学校体育連盟 堀  祐介 教諭 鴻巣市立鴻巣南小学校 

4 埼玉県中学校体育連盟  佐野 秀行 教諭 川口市立在家中学校 

5 埼玉県養護教諭会 野上 弘恵 養護教諭 春日部市立豊春小学校 

6 埼玉県養護教諭会 永島 志乃 養護教諭 久喜市立菖蒲中学校 

7 埼玉県養護教諭会 米本 真弓 養護教諭 県立杉戸農業高等学校 

8 埼玉県養護教諭会 川端 奏子 養護教諭 県立けやき特別支援学校 

9 授業検討会代表（小学校） 渡辺 充範   指導主事 久喜市教育委員会指導課 

10 授業検討会代表（中学校） 安達 隆元 指導主事 鶴ヶ島市立教育センター 

11 授業検討会代表（高等学校） 平賀 誠司 教諭 県立川口北高等学校 

12 授業研究者（小学校）  小島 宏之 教諭 久喜市立菖蒲小学校 

13 
14 授業研究者（中学校） 忍田 友子 

髙沢 聖子 
教諭 
養護教諭 鶴ヶ島市立南中学校 

15 授業研究者（高等学校） 梅田 直希 教諭 県立飯能高等学校 
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